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○議事日程（第２号） 

  平成19年３月５日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第１号から議案第52号まで） 

 日程第３ 

  町政一般質問 

   ３番 能 村 憲 治 

   ５番 清 水 文 雄 

   ６番 水 口 裕 子 

   ８番 野 村 輝 久 

   16番 堂 下 清 孝 

   13番 中 居   治 

   ２番 小 谷 一 也 

   １番 夷 藤   満 

   17番 重 原 義 之 

   18番 八 田 外茂男 

 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【八田外茂男君】 皆さん、おはよう

ございます。 

 傍聴の皆様におかれましては、本会議場に

お越しいただき、心から感謝申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、18名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【八田外茂男君】 本日の会議時間は、

議事の都合によりあらかじめ延長いたします。

これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【八田外茂男君】 ご異議なしと認め

ます。よって、本日の会議時間を延長するこ

とに決定しました。 

 本日の会議に説明のため出席している者は、

２日の会議に配付の説明員一覧表のとおりで

あります。 

 なお、奥村忠男総務部長より、本日の会議

を欠席する届け出がありましたので、ご了承

願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案一括上程 

○議長【八田外茂男君】 日程第１、議案第

１号専決処分の承認を求めることについて

〔平成18年度内灘町一般会計補正予算（第６

号）〕から議案第52号内灘町道路線の廃止に

ついてまでの52議案を一括して議題といたし

ます。 

 各議案に対する提案理由の説明は、既に聴

取しております。 
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   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質   疑 

○議長【八田外茂男君】 これより提出議案

に対する質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。──質疑なしと認めま

す 

 これをもって質疑を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【八田外茂男君】 お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案第１号専

決処分の承認を求めることについて〔平成18

年度内灘町一般会計補正予算（第６号）〕か

ら議案第52号内灘町道路線の廃止についてま

での52議案は、お手元に配付してあります議

案付託表のとおり所管の各常任委員会に付託

したいと思います。これにご異議ありません

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【八田外茂男君】 ご異議なしと認め

ます。よって、各議案は議案付託表のとおり

所管の各常任委員会に付託することに決定を

いたしました。 

 なお、継続審査になっております陳情第９

号及び陳情第10号については、付託委員会の

方で審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【八田外茂男君】 日程第２、これよ

り町政に対する一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。 

 なお、関連質問につきましては、通告によ

る質問が終わってからお願いいたします。 

 ３番、能村憲治さん。 

   〔３番 能村憲治君 登壇〕 

○３番【能村憲治君】 おはようございます。

３番、能村憲治。 

 傍聴の皆様方、早朝より大変ご苦労さまで

ございます。 

 平成19年第１回定例議会において、町政に

対して一般質問をする機会を得ました。早速

でございますが、通告に従って質問をさせて

いただきます。 

 まず最初に、八十出町長は、平成17年就任

以来２年目、ちょうど折り返し点を迎えられ

ました。果たされた公約、いまだ懸案事項と

なっているものなど、２年を経過した現在、

町政に対する評価をどのようにされておられ

るのか、町長自身のお考えをお伺いいたしま

す。 

 平成17年２月、八十出町長就任以来、行政

改革として「まちづくり政策部」を新設、シ

ルバー人材センターの設置、タウンミーティ

ング、町長談話室の開催、広域行政の推進、

また金沢市との行政連絡会を立ち上げるなど、

住民サービスに積極的に取り組んで来られま

した。しかし、単独行政を進めるに当たり、

財政面での支障が気になるところでもありま

す。 

 平成16年第１回定例会において、私は単独

行政の見通しについて質問をいたしました。

その答弁で前町長は、二、三年はやっていけ

る。内部の行財政改革をしっかりやっていく

うちに、国も自治体を無視しない何か手を打

つだろうとのことでありました。そして、３

年が経過いたしました。これらのことなども

含め、町のトップとしての考えをお伺いいた

します。 

 さて、平成19年度に向けての政策課題であ

りますが、財政を見ますと、平成19年度一般

会計では、84億2,000万円となり、平成18年度

に比べ14％増加しております。この増加した

主な要因は、中学校の改修工事に９億9,000

万円余りと多額の財源が必要になったからで

あります。 

 一般会計と特別会計を合わせますと157億

円余りとなります。一般会計では、歳出84億

2,000万円、歳入は76億円余りとなっているの

であります。何と差し引き８億円が足りない

わけであります。 

 －16－



 この足りない分は、財政調整基金の方へ公

共用地取得事業基金２億1,000万円余りと土

地開発基金の１億2,000万円余りを振り替え

ます。なお、不足分を義務教育施設整備基金、

公共用施設整備基金、そしてふるさと農業整

備基金を取り崩し、合わせて８億円を補って、

ようやく予算を編成することができたという

のが現状であります。要するに、右のポケッ

トに入れていたわずかな預金を左のポケット

に入れて支払いに充てるということでありま

す。 

 平成19年度の予算編成が終わった段階で基

金残高６億7,000万円弱と、まさに財政非常事

態にも等しい状況にあると言われております。

さらに多くの事業の補助金、負担金、そして

人件費の削減が実施されるわけであります。 

 このように、財政は大変厳しい状況なので

あります。この状況を多くの町民の皆さんに

知ってもらうことが必要と考えますが、いか

がでしょうか。行政用語、専門用語を使わず

にわかりやすい言葉で説明し、理解していた

だくことが大切であると考えるのであります。 

 削減や縮小、休止が目立つ中、平成19年度

の予算編成に当たって、町長は何を重点課題

とされたのか、お伺いをいたします。 

 加えて、財政の今後の見通しと内灘町の方

向性をどのように考えておられるのか、町長

の所見をお伺いをいたします。 

 平成19年第１回定例会に当たり、町長の所

信表明の中に２つの安心の環境づくりを町政

の優先課題として取り上げられました。安心

して子育てができる、安心して健やかに老い

ることができる。大変意義あることであると

思っております。内灘町に住みたい、住んで

よかったという行政サービスであろうかと思

うのであります。しかし、さらに重要なこと

は、高校、大学を卒業した後、若い人たちが

当町において生活の拠点を持ちたいと思うよ

うな地域づくり、企業の立地推進の促進、働

く場所の提供、雇用の拡大を推し進めていた

だきたいものであります。 

 次に、成年後見制度の取り組みについてお

伺いをいたします 

 平成12年４月、介護保険制度が施行されま

した。これによって福祉サービスが行政の措

置型からサービスを提供する事業者と利用者

が契約を結ぶという形に移行しました。成年

後見制度とは、このような流れの中で契約に

よるサービスの利用が十分にできない方を支

援する制度として介護保険制度導入と同時に

設けられたのであります。認知症や知的精神

障害などで判断能力が衰えた人は、財産管理

や介護サービスなどの契約を自分で行うのが

困難な場合があります。こうした人たちの保

護、支援を目的としております。 

 成年後見制度には、法定後見制度と任意後

見制度があり、法定後見制度は既に判断能力

が衰えている人が対象で、親族などからの申

し立てを受け、家庭裁判所が後見人を選任い

たします。任意後見制度は、判断能力が十分

でなくなったときのために前もって本人が代

理人を選んでおく制度であります。身寄りの

ない方たちには市町村長から法定後見の開始

の審判を申し立てることができます。 

 メリットとしては、判断能力が低下した人

の財産管理ができることや、本人が詐欺に遭

っても契約を取り消すことができるなどがあ

ります。デメリットとしては、被後見人は選

挙権を失うこと、また手続に時間がかかると

いうことなどがあります。 

 この制度の利用は年々徐々に増加してきて

いるようでありますが、制度を必要とする人

の数と比較すると、その利用状況はまだまだ

十分でないとも言われております。内灘町に

おいても、高齢化が進んでいるわけでもあり、

この制度の住民への周知が必要かと思うので

あります。 

 昨年の介護保険の改正により、市町村は認

知症など高齢者の権利擁護の取り組みが義務

づけられました。地域包括支援センターが設
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置され、自立した人、要支援認定を受けた人、

また要介護認定を受けた人など幅広く利用者

を援助していくシステムの中に、成年後見制

度の利用があります。実際には、制度利用に

関して金額や利用手続などに問題点が多くあ

ると指摘されておりますが、町としてこの制

度の取り組みをどのように考えておられるの

か、お伺いをいたします。 

 私の質問は以上でございます。適切な答弁

をよろしくお願いいたします。 

 ありがとうございました。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 能村憲治議員の一

般質問にお答えしたいと思います。 

 その中から私からは、平成19年度予算に向

けた政策課題ということでお答えをしたいと

思います。 

 内灘町の近年の財政状況につきましては、

国の三位一体改革の影響で歳入の減少が大変

著しくて、極めて厳しい状況であることは議

員ご指摘のとおりであります。 

 平成16年の第１回定例議会におきまして、

議員の単独行政の見通しについての質問に対

しまして、当時、財政の見通しについて楽観

的な回答を行っておりましたが、現実は予想

をはるかに上回る厳しいものであり、平成15

年度以降は基金の取り崩しにより歳入不足を

補い続けておりました。そのため、平成17年

に私が町長に就任したときには、このままで

は単独で町の財政が成り立たないとの考えで、

財政規模に応じた町への転換を図るために、

まず行財政改革に取りかかった次第でありま

す。 

 しかしながら、財政状況を改善するには至

らずに、今後の財政見通しについても好転の

見通しが大変厳しいのが現状であります。そ

のため、平成19年度は集中改革プランに基づ

く改革を今まで以上に強力に推し進めていく

必要があると考えておるわけでございます。 

 当然、町民の皆様との協働で取り組むべき

問題もありますので、議員のご指摘のとおり、

現在の財政状況、今後の改革の進め方等につ

いて、町民の皆様に積極的にわかりやすく情

報を提供したいとも考えているわけでござい

ます。 

 また、平成19年度の予算編成に当たっての

町の重点課題につきましては、先日の所信表

明でも述べましたとおり、義務教育施設の整

備の充実、保育環境と子育て支援施策の充実、

生活環境の整備と都市機能の充実、教育と保

健施策などにおけるマンパワーの充実などの

４つの重点施策を設定いたしまして、厳しい

財政事情の中でも財源を優先的に配分するこ

とといたしたわけであります。 

 言うまでもありませんが、行財政改革は、

町民が安心して暮らせる町をつくるため、ま

た町民の幸せを実現するために行っていくも

のであると私は一貫して考えているわけでご

ざいます。そのために、この厳しい状況を町

民の皆様と協力して乗り切っていきたいと考

えているわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 夷藤芳夫町民福祉

部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤芳夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤芳夫君】 能村議員ご

質問の成年後見制度の取り組みについてのご

説明を申し上げます。 

 議員申されたとおり、成年後見制度は認知

症高齢者や精神上の障害による判断能力の不

十分な方が日常生活において財産あるいは自

分に不利益な契約を結ばないように一定の決

められた人が本人の不十分な判断能力を補い、

保護いたす制度でございます。 

 申すまでもなく、高齢化社会の進展に伴い

ふえつつある独居世帯や、また障害をお持ち

の方が安全に暮らせるためにも、成年後見に

係る支援等が今後において必要な課題と認識

をいたしております。 
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 町では現在のところ、相談窓口として行政

相談あるいは町社会福祉協議会及び地域包括

支援センターが各種の相談を受け付け対応を

いたしておりますが、今後、この成年後見制

度の周知につきましては、内灘町の広報ある

いは内灘町のホームページでＰＲしていきた

い。また、民生委員、老人会等の会議の折に

も具体的な内容や利用方法など周知してまい

りたいと存じますので、ご理解をお願いいた

します。 

○議長【八田外茂男君】 答弁が終わりまし

た。よろしいでしょうか。 

○３番【能村憲治君】 （議席より）はい。 

○議長【八田外茂男君】 次に、５番、清水

文雄さん。 

   〔５番 清水文雄君 登壇〕 

○５番【清水文雄君】 清水文雄でございま

す。傍聴者の皆さん、おはようございます。

大変ご苦労さまでございます。 

 質問通告に従いまして質問をさせていただ

きます。積極的で前向きな答弁をお願いをい

たしまして、早速ですが質問に入らせていた

だきます。 

 まず第１に、新年度予算について、今ほど

もございましたが、町財政のあり方と今後の

見通しについて質問をさせていただきます。 

 我が内灘町の07年度、平成19年度当初予算

は、一般会計で84億2,000万円。昨年当初比

14％のプラスとなっており、歳出の伸びで大

きなものは、今ほどもございましたが、将来

を担う子供たちの安心・安全のための内灘中

学校の改築大改修事業に今年分として９億

9,000万円、これは単純に前年比74.6％の増と

いうふうになっております。民生費で２億

4,500万円、これは前年比で12.1％という増加

を示しているのが特徴と言えます。 

 しかし、その一方で問題なのは、歳出に対

する歳入の財源不足を基金の繰り入れと町債

で捻出しているのであり、各家庭の家計に置

きかえると、入ってくるお金よりも出ていく

お金が多いので、貯金の取り崩しと借金をし

て補っているというのが実態でございます。 

 このような状況の中で、町は国の三位一体

の改革の不完全な実施により一般財源総額が

減少し、基礎的な財政規模の縮小が続く内灘

町とした非常事態宣言とも言える財政非常事

態との認識のもとに、歳出歳入全般にわたる

抜本的な財政改革、すなわち三位一体改革に

よって縮小した歳入規模に見合った歳出規模

のための構造改革の推進を推し進めることと

しているわけでございます。 

 そして、そのために次年度である08年、平

成20年度予算も見据えた基金の振り替えと07

年から08年度、平成18年度から平成19年度に

かけて行財政改革を加速させ、不退転の決意

で集中改革プランの実施に当たるとしている

のであります。 

 具体的には、人件費も含む内部管理費の削

減、事務事業全般の見直し、財源確保と受益

に見合った適正な負担として集中プランでは

行政内部経費の見直し、料金等の見直し、さ

らには使用料の見直し、そして健康福祉施策

の見直し、各種団体補助金や事業の見直しを

上げているであります。 

 こうした状況の中で、私は昨年の当初議会

で蓮湖渚公園の事業の見直し、もしくは凍結

をするように迫ったわけでありますが、当初

の計画では総事業費が約９億円だったものが、

八十出町政によって凍結による財政的リスク

の検討や、今後においてその投資、工事を途

中でやめることが町の負の遺産とならないよ

うにその見直しが図られ、総事業費６億4,000

万円に縮小したことは、事務事業の見直しと

いう点では一定の成果があったというふうに

考えるわけでございます。今後、事業の優先

順位をきちっとしていくことが最も重要なの

ではないだろうかというふうに思っておりま

す。 

 したがって、私は、集中改革プランの実施

に当たっては、町民のための改革であるべき
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であるし、町民の視点で町民と同じ目線の高

さに立って推し進めなければならないと思う

のであります。 

 今、町民からも、これまで町の財政は健全

や健全やと、内灘町は大丈夫なんだとこれま

で言っていて、何で急に苦しくなったのか。

こんなことになるのなら、約40億円をかけて

建設した立派な庁舎や議会棟を建てるより先

に、学校の整備やら中学校の２校化を早くや

ればよかったのになどの声が聞こえてくるの

であります。 

 そうした意味では、町民に負担を求める前

に徹底した内部経費の削減策が今求められて

いるのであります。内部経費の削減から、こ

の庁舎の償還金の返済の状況はどのようにな

っているのか、まず第一にお伺いをいたした

いというふうに思います。 

 第２点に、庁舎の維持管理費の状況とその

削減に向けた具体的施策は何なのか。そして

３点目に、その他内部経費の削減に向けた具

体的な施策、それをどうしていくのか、お伺

いをいたします。 

 また一方では、町長初め助役、教育長の給

料月額を１年間削減するというみずからの身

を削って行財政改革の推進を図るという決意

に対し、心から敬意を表するものであります。

私は、私ども議員においても今後、他の市や

町の議会のあり方を参考にして、何らかの形

でそうした姿勢を示していくことが重要であ

るとの認識をいたしているところでございま

す。 

 同時に、町は町長の所信表明でも明らかの

とおり、遊休資産の売却にも着手するという

ことでございます。集中改革プランでは、06

年、07年度を検討期間とし、08年度の実施と

なっているわけでございますが、町未利用地、

遊休地の貸し付け、売却について、早急に具

体化を進め実施すべきと考えます。具体的な

計画と町の考えをお聞かせをください。 

 次に、コミュニティバス「おーしゃんルー

プ」についてお伺いをいたします。 

 私は、昨年９月議会でコミュニティバス「お

ーしゃんループ」の維持運行を推進する立場

から、この間の成果点と今後の展望について

質問をいたしました。新年度計画では、おー

しゃんループは３月31日をもって、株式会社

北陸鉄道金沢中央バスが試行運転をやめるに

伴って運行を終了するということでございま

す。さまざまな多くの町民から大変喜ばれ、

ルートの拡張を求める声が多かっただけに、

あっさりと終了することは残念でならないわ

けでございます。コミュニティバスの運行を

求める立場から、運行の終了に至った経過と

理由、そして新年度予算に公共交通活性化対

策事業として352万3,000円が計上されていま

すが、それとの関連と今後の展望についてお

伺いをいたします。 

 私の大きな質問の２つ目には、職員の研修

についてでございます。 

 これまでは国が施策を主導し、結果として

全国均一に整備が進められる傾向にありまし

た。しかし、魅力あるまちづくり、地域づく

りは全国画一の政策では不可能なことは自明

の理であり、現在は地方の時代とも言われ、

地方分権がさらに推進し、地方主権の時代を

目指しているわけでございます。 

 各自治体がそれぞれに独自に課題を設定し、

それに見合った政策を展開していかなければ

なりません。これからますます各自治体の政

策能力が問われ、住民と職員の能力によって

地域間、各自治体間の格差が増大すると言わ

れています。 

 また、今日の厳しい財政状況のもと、限ら

れた財源を有効に活用して、ますます高度化、

多様化する町民のニーズに的確に対応し、住

民が真に必要とする施策を実施していく必要

があります。 

 「人は城、人は石垣、人は堀。情けは味方、

仇は敵なり」、有名な武田信玄の言葉でござ

います。戦乱の世をほかの国は強固な城を築
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いている中にあって、武田信玄は城を持たな

かったのであります。それでも戦国最強と言

われるまでになったのであります。 

 勝敗を決めるのは強固で立派な城ではなく、

やはり人の力だということでございます。こ

のことは、いつの時代にあっても普遍的な教

えなのではないでしょうか。それだけに今後

は町民参加のまちづくりを進める上でも人づ

くりが重要であると言えます。これからは人

材育成が町の将来を左右すると言っても過言

ではありません。したがって、町が独自に民

間企業での研修業務の運営や企画立案に実績

を持つ専門機関などと連携し、体系的な研修

制度を実施して、町の財産である職員の人づ

くり、人材育成が重要と考えます。町の考え

をお聞かせください。 

 次に、上水道事業の今後の展望についてお

尋ねをいたします。 

 今定例会の議案の中に内灘町上下水道料金

等審議会条例が提案されています。これは、

２日に行われた町長の提案理由の説明によれ

ば、水道事業の料金等に関する必要事項を審

議するためということになっております。し

かしその目的は、07年度、平成19年度当初予

算においては、水道事業会計に対して平成18

年度まで町一般会計から出されていた高料金

抑制対策補助金の4,000万円がカットされた

ことによる財源確保のための料金値上げにつ

いて審議してもらうことをねらいとした審議

会設置条例ではないかと思うのであります。

確かに内灘町の水道事業は県水への依存率が

約90％と極めて高く、購入単価がトン当たり

119円の県水を仕入れ先としているわけでご

ざいまして、現在の経営が苦しいことは十分

理解できるわけでございます。しかし、だか

らといって町からの補助金が減ったことを理

由に、それを直ちに料金値上げで賄うといっ

た短絡的なことはしないでもらいたいし、ま

たしてはならないのであります。 

 言うまでもありませんが、水道は電気やガ

スとともにライフラインと呼ばれるものであ

り、その中でも最も中枢的な位置を占めるの

が水であります。町民の日常生活はもちろん、

生命そのものにも直結する最も重要な行政サ

ービスの一つであると言えるのであります。 

 町民にとっては、それなくしては一日も生

活できないという大切な資源であるがゆえに、

その料金の改定に当たっては慎重を期し、議

会での審議を求める前に町民の意見を十分に

聞こうとする姿勢は評価できるわけでござい

ますが、県水の比率が90％という現在の経営

環境のみを前提とした中で、審議会に意見を

求めることのないよう願うものであります。 

 それは、現在、内灘町で使われている水道

水は、季節や日によって多少の違いはあるわ

けでありますが、大まかに言って、一日約１

万トンであります。そのうち、約９割、9,000

トンが県水に依存しており、残り約1,000トン

が内灘町内にある井戸水、いわゆる自己水と

いうものであります。本来ならば価格の高い

県水の占める受水量を内灘町が買う義務のあ

る、いわゆる責任水量と言われるものであり

ますが、218万4,000トンまでとして、残りを

単価の安い自己水で賄うことができれば、水

道料金をもっと安くできるのではないかとい

うふうに思うわけであります。 

 しかし、自己水の水質処理の難しいことか

ら、鶴ケ丘浄水場内にある井戸を休止してお

り、その分県水がふえて、現在は301万5,000

トンという県水受水量になっているのが現実

でございます。83万1,000トンも多く受水して

いるのが実態であります。 

 しかし、近年、浄水技術の進歩は目覚まし

く、マクロ化処理などの高度処理にしても、

高性能化と低価格化が急速に進んでいるのが

現状でございます。 

 私は、ことしの年明け早々に水道水の処理

技術で先進的な取り組みをしている九州のあ

る自治体を訪ねて調査をしてまいりましたが、

そこでは高い技術水準での水処理を行ってお
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り、大きな学びを得てきたところでございま

す。それは、我が内灘町の地下には豊富な地

下水が流れており、浄水処理さえ技術的に解

決できれば、高い県水の受水量を減らして、

水道料金の値上げも回避できるのではないか

と思うのであります。 

 同時に、地下水のほかに自治体間の広域連

携による水道水も仕入れ先の一つとして考え

に入れるべきではないかと思うわけでござい

ます。 

 町は、さきに金沢市と災害時相互協力協定

を締結をし、それに基づいて平成19年度には

災害時の相互給水を想定した上、水道管の連

結も計画しているわけであります。金沢市に

おいて、金沢市の市水に供給余力があればそ

れを受け入れるという選択肢もこの連結によ

って考えられるのではないかと思うわけであ

ります。 

 供給の有無や価格が未知数であるとしても、

県水よりも低価格であれば町の水道水の仕入

れ先として検討や協議をする値があるし、必

要があると思うのであります。 

 県水、自己水、金沢市水と水源を異にする

ことによって、水道水はなるべくなら供給元

を分散させておくことが万が一の災害時など

のためにもよいことであるというふうに思い

ますし、価格の高い県水のみに依存して、必

然的でもあるかのように値上げを考えるとい

うことがないようにすべきであります。 

 審議会での議論を始める前に、金沢市水を

受水先とする可能性や自己水の高度処理の検

討など、必要な調査や検討を十分されるよう

求めるものでありますし、町長は水道事業の

今後の展望についてどのように考えておられ

るのか、所見をお尋ねをいたします。 

 最後の質問は、千鳥台２丁目から鶴ケ丘４

丁目をつなぐトンネル、町道鶴ケ丘西55号線

の安全対策についてであります。この質問は、

水口議員が05年度、平成17年度第１回定例会

で質問され、また千鳥台町会からも要望が上

がっている課題であります。しかし、いまだ

に具体的な安全策がとられておりません。 

 ご存じのとおり、このトンネルは普通車１

台がやっと通れる、人が歩いていれば車は通

ることができないトンネルであります。同時

に、トンネルの千鳥台側の入り口付近である

海浜道路ののり面、鶴ケ丘４丁目県営住宅側

入り口付近、両方ともに狭い道路となってい

ます。したがって、この道路を通るときは双

方の入り口付近で対向車がないことを確認し

て、もし対向車があれば入り口付近で左端に

車を寄せて、やっとすれ違うことができると

いう、歩行者はもちろん、入り口付近では自

動車同士のすれ違いにとっても危険な道路、

トンネルであり、加えてこの道路は中学生の

通学路にもなっているのであります。 

 この間、長い期間にわたって周辺住民の多

くの方は車で利用され、便利性もあるものと

いうふうに思うわけでございます。しかし、

今大切にしなければならないのは、利便性だ

けではないというふうに思うわけでございま

す。利便性よりもやはり人を大切にする心、

人の安全を重視する施策であり、歩行者はも

ちろん、子供や高齢者の安全を守ることを最

優先としなければならないのではないでしょ

うか。そのことが本当の意味での安全・安心

のまちづくりであるというふうに言えるとい

うふうに思うわけでございます。事故があっ

てから、事故が起きてからでは遅いのであり

ます。 

 町会からの要望のトンネルの拡幅による歩

道の確保が当面無理なのであれば、利用され

る周辺住民の理解を得る中で、せめて通学時

間帯は車両通行どめとする交通規制などの安

全対策を考えるべきというふうに思いますが、

町としての安全対策をお聞きをして、私の質

問を終わらせていただきます 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の一般質
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問にお答えいたします。 

 まず、町財政の今後の見通しについての質

問でございますが、本町財政は今ほども申し

ましたが、三位一体改革の影響等によりまし

て普通交付税の大幅な削減による財源不足に

加え、公債費や扶助費などの義務的経費の増

加によりまして、ここ数年間は基金を取り崩

して収支の均衡を図っているのが現状でござ

います。したがいまして、単純に歳入から歳

出を差し引いた形式収支や実質収支は黒字決

算となって、表面上は健全財政を堅持してい

るかのようにとらわれがちでありますが、基

金の繰り入れ等を除いた場合の実質的な単年

度収支は、平成15年から３年続けて赤字決算

となっており、平成18年度におきましても引

き続き赤字決算になることが予想されている

わけでございます。 

 今般の危機的な財政状況に至った背景には、

今ほど申し上げました三位一体改革の影響等

による歳入の減少はもちろんでありますが、

高齢化の進展などにより、医療費等の増加や

介護保険関係費に対する町の法定負担の増加

等が考えられ、このような状況は今後もさら

に継続するものと推察されているわけであり

ます。 

 さらには、役場庁舎の建設や道路公園整備

等の普通建設事業に対する起債の償還金につ

きましても町財政を圧迫する要因となってい

るものと考えているわけでございます。 

 なお、議員お尋ねの役場庁舎の建設事業に

関する経費につきましては、総額16億7,510

万円の起債を発行しており、平成18年度末現

在で元金と利子合わせて13億3,000万円余の

未償還残高があるわけでございます。 

 今後の償還額につきましては、平成19年度

に約１億1,000万円の償還を行い、その後は

年々減少をし、平成35年に終了する予定であ

ります。 

 また、庁舎の維持管理費につきましては、

電気料金やエレベーターなどの設備管理費等

で年間約6,000万円が経常的に必要となって

いるわけであります。 

 したがいまして、現在、民間事業者に委託

しております庁舎の管理業務につきましては、

今後、経費削減に向けた業務内容等の見直し

を行うとともに、平成18年度から実施してお

ります昼休み、勤務時間外の消灯の徹底、ク

ールビズ、ウオームビズなど光熱水費の削減

を引き続き強化せねばならないと、こんなふ

うに考えているわけであります。 

 また、その他内部経費の削減に向けた具体

的取り組みといたしましては、本定例議会の

議案としても提出させていただきましたが、

常勤の特別職につきましては給料月額の減額

措置を行うとともに、一般職につきましても

人事院勧告に基づく地域手当の支給率を引き

下げるなど、特別職と一般職合わせて総額

1,100万円余りの人件費の削減を図っておる

わけでございます。 

 今後は、議員ご指摘のとおり、行政内部経

費の削減を一層強化することはもちろんであ

りますし、遊休資産の売却など行政全般にわ

たる徹底したスリム化と行財政改革を一段と

強力に推進せねばならない、こう考えている

わけでございます。 

 次に、職員研修についての答弁でございま

すが、私は就任以来、職員研修のための費用

については惜しまないとの方針に取り組んで

まいりました。それは、激しく変化する行財

政環境にあって、今後のまちづくりを左右す

るのは職員一人一人の支出そのものである、

こう考えたからであります。特に第四次総合

計画において重点プロジェクトの最初に掲げ

ました協働のまちづくりプロジェクトの推進

におきましては、職員の資質向上は欠かすこ

とのできない重要な課題であり、今後も継続

的に取り組んでいく必要を感じているわけで

あります。 

 本年度は、行財政改革大綱にありますよう

に、内灘町職員研修基本計画を策定中であり、

 －23－



その中で基本的な方針を定めた上で、今後、

今ほど議員からご提案のあった専門機関等と

の連携も視野に入れながら、体系的な研修に

取り組みたいと考えているわけでございます。 

 また、平成19年度予算におきましては、高

齢者の方や体の不自由な方々に安心していた

だくサービスを提供するサービス介助士の資

格取得にかかわる予算を計上いたしましたが、

職員が行政運営にかかわる各種資格を取得す

ることにより、その質の向上を図るとともに、

サービスの標準化により、より高度な行政サ

ービスを提供できるよう努めてまいりたいと

考えているわけであります。 

 私からは以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 西尾雄次まちづく

り政策部長。 

 〔まちづくり政策部長 西尾雄次君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【西尾雄次君】 清水

議員のコミュニティバス「おーしゃんループ」

の今後の展望についてのご質問にお答えをい

たします。 

 現在、町内を循環いたしておりますコミュ

ニティバス「おーしゃんループ」につきまし

ては、ご承知のとおり、北鉄金沢中央バスが

平成17年11月から１年間を試行運行の期間と

してスタートしたものでございます。本来で

あれば、昨年10月末をもって試行運行は終了

する予定でございましたが、利用なさってお

られる方々の継続運行を望む声もございまし

て、また路線バスの通らない不便地域の解消

などさまざまな利点もあるという観点から、

事業者に対して運営費の一部を支援すること

によって本年３月まで試行運行の期間を延長

していただいたわけでございます。 

 ご質問のおーしゃんループの今後の方向性

につきましては、現状の乗車数は１便当たり

平均４人程度と非常に少なく、また現状の運

行ルートのままでは今後も利用拡大が見込め

ないということから、４月以降の町の財政的

支援は打ち切らざるを得ない状況と考えてお

ります。 

 また、事業者からも継続するとの意向は伺

っておりませんので、おーしゃんループにつ

きましては一たんは本年３月で終了するもの

と考えております。 

 なお、今後の件ですけれども、昨年10月に

設置をいたしました内灘町公共交通等検討委

員会の意見等を参考にしながら、内灘町全域

における公共交通の理念や方向性、また町所

有のバスの利活用やコミュニティバスを含め

た新たな交通体系を具体化いたしまして、平

成19年度中には実証実験まで進めたいと、か

ように考えております。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 米永竹男企業局長。 

   〔企業局長 米永竹男君 登壇〕 

○企業局長【米永竹男君】 清水議員の上水

道事業の今後の展望についてお答えいたしま

す。 

 水道事業の運営方針としては、今後も常時、

安全・安心な水を町民に給水していく所存で

あります。 

 現在、水道事業の水源として地下水及び県

水を町民に配水しております。また、水道施

設については設置後30年以上も経過し、老朽

化が進み、安定した水を送るための計画的な

設備投資を迫られており、これからの水道事

業の重要課題と認識しております。 

 非常に厳しい経営環境下にある水道事業会

計は、平成19年度の収益的収入支出では欠損

金予定額2,140万円の予算編成となっており、

これまで以上のコスト削減等経営の合理化を

図らねばなりません。 

 また、議員ご提案の地下水活用に関しては、

投資効果も十分考慮し、慎重に対応しなくて

はならないと思います。今後につきましては、

設備更新及び維持管理費等に多大な経費が想

定されるため、管理面での民間委託、さらに

金沢市との災害協定に基づく災害時給水連結

管の有効活用も含め、投資、経営の両面から、
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さらに広域給水事業の研究、調査も含め、健

全な水道事業の運営を検討してまいりたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 田中徹総務課長。 

   〔総務課長 田中徹君 登壇〕 

○総務課長【田中徹君】 清水議員の千鳥台

２丁目から鶴ケ丘４丁目をつなぐ地下道の安

全対策についての件についてお答えをいたし

ます 

 議員ご指摘のとおり、千鳥台２丁目から鶴

ケ丘４丁目を結ぶ能登有料道路下の道路につ

きましては、幅員が約2.5メートルと狭く、車

両や歩行者の通行に安全対策が必要であると

認識をいたしております。 

 そこで、平成16年度に啓発看板の設置や千

鳥台側と鶴ケ丘側の照明等を明るいものに改

修するなど環境整備の対策を実施いたしまし

たが、現状でもこの道路は中学生の生徒が登

下校時の通学路として利用しており、その間

も車両が通行していることから、何らかの安

全対策が必要な状況であることには変わりは

ございません。 

 今後の対策といたしましては、今ほど議員

のご提案にありました車両の通行を禁止する

措置が一番現実的な対策だと認識をいたして

おりますが、今現在、その道路を通行してい

る住民の皆様には迂回をお願いしなければな

らず、ご不便をおかけするという問題点もご

ざいます。できる限り早く、関係町会を通じ

住民の皆様とよく相談をし、ご理解をいただ

いた上で通学時間帯の車両通行禁止などの安

全対策に取り組みたいと考えております。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 清水議員、答弁が

終わりましたが、答弁漏れございますでしょ

うか。 

 ５番、清水文雄君。 

○５番【清水文雄君】 （議席より）町の遊

休地について、やっぱり18、19で検討して20

年度から実施という集中プランの中の計画な

んですけれども、やっぱり早急に検討して、

使わない未利用の土地やらそういうものがあ

るんなら早急に売却するなりしていっていた

だきたいというふうに思うわけです。これは

要望です。 

 もう一つは、上水道事業なんですが、やっ

ぱり柔軟的に考えて、その審議会の中で値上

げ前提じゃなくて、３つの方法、一つは県水、

もう一つは自己水、そして金沢市水も活用で

きないのかということも含めて、住民にやっ

ぱり安心で安全な、そして安い水というもの

を供給できるようにきちっと研究をして、そ

れをもとにしてやっていただきたいという意

見です。要望です。 

○議長【八田外茂男君】 ２点とも要望でい

いですか。 

○５番【清水文雄君】 （議席より）はい。 

○議長【八田外茂男君】 それでは、６番、

水口裕子さん。 

   〔６番 水口裕子君 登壇〕 

○６番【水口裕子君】 ６番、水口裕子です。 

 通告に従って質問させていただきたいと思

います。 

 この議会は、私にとって一つの区切りにな

る大変大切な議会だと認識しております。 

 そこで、８年間ずっと取り上げてまいりま

した女性の自立、社会参加についてお尋ねし

たいと思います。 

 私がまず議員になって驚いたのは、議会が

開催されるたびに各課からお茶くみに招集さ

れる女性職員の姿でした。30年のキャリアが

あっても、女性であれば自分の仕事をほうり

出してでもお茶くみに来なければなりません

でした。入庁１年の新人でも、男性であれば

その必要はなかったのです。そのことを取り

上げた６年前の私の一般質問に、当時の助役

さんは「優しい女性に入れてもらうお茶が一

番だ」というふうにこの議場で答弁され、当

時の町長も「女性はかわいらしいのが一番で
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す」というふうに答弁されるという、前時代

的な状況で、お茶くみ当番はその人数を減ら

しながらもずっと続いてまいりました。しか

し一昨年、ようやく町の側とそして議会の方

とが一致いたしまして、このお茶くみをなく

しました。 

 それだけではなく、男女共同参画室ができ、

女性の幹部職員が生まれ、女性だからという

だけで男性職員よりも５年間早く退職させら

れるということも、パートとして使い捨てら

れるということもなくなりました。職員は、

普通一般の会社と同じく、その能力と努力で

評価されるようになったのです。 

 内灘町男女共同参画推進行動計画も骨子が

でき、内灘町に男女平等を目指す条例ができ

るのも間近となりました。これを審議してい

る委員会だけでなく、各種の委員会にもでき

るだけたくさんの女性に参加してもらおうと

町は努力をしていてくれます。 

 先日は、役場職員を対象に、石川県議会で

県議として活躍中の広岡立美さんという女性

のパートナー、中央大学教授の広岡守穂さん

が男女共同参画について学習会を開催してい

ただきました。 

 こんなふうに女性を取り巻く町の環境はど

んどん変わりつつあります。その状況を生み

出している八十出町長と職員の皆さん方に感

謝と敬意を表するものです。 

 そんな中で、では当の女性はどこまで変わ

ったのかという疑問に行き当たるのです。町

が変わり始めて２年、そろそろ女性自身も変

わらなければならないときです。婦人という

呼び方が女性に変わっても、町会などの現場

でやっている仕事が相変わらず性別により固

定化されていては意味がありません。また、

現場の活動は実際には女性が担っているのに、

トップだけは男性であるという現象も見られ

ます。 

 また、女性自身が責任を回避している、女

性自身が逃げているという傾向も正直言って

あります。 

 けれど、ＰＴＡ会長や区会議員を立派にこ

なす女性も出てきたわけであります。実は、

女性も与えられればそのような職責を果たせ

る実力を備えてきていると言えると思います。

その実力を発揮させないものは、長年の間に

でき上がった慣習であり、常識であり、仕組

みです。そのようなもろもろのくさびを取り

払うための機会を女性に提供するのも行政の

仕事ではないでしょうか。 

 そこで、内灘町男女共同参画推進行動計画

の目標の一つでもあります方針の立案、そし

て決定過程への女性の参画をふやすというこ

とです。関心を深め、男女共同参画社会を実

現していくための一つの手段として、その方

針の立案や決定過程への女性の参画をふやす

ために女性議会を開催していただきたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 町の方針や政策を決める最も根本のところ

といえば、この議会です。その根本のところ

に女性が少ないということは、内灘町だけで

なく日本全体の問題であり、女性議員の比率

が世界の最低ランクだということはだれもが

知っていることです。 

 内灘町でも一目瞭然であります。女性議員

はたった１人。幹部職員ができたといっても、

執行部としてこのひな壇に座っている女性は

まだいません。世の中の半分は女性なのに、

おかしいと思いませんか。町の方針を決める

のに女性の声がもっともっと生かされるべき

だと思いませんか。 

 先ほども述べたように、町は女性の社会進

出のための環境を整えつつあり、女性もまた

その実力を蓄えつつあるのですから、あと少

し背中を押すために女性議会を開催していた

だきたいと思うものです。 

 事前学習会など、十分なサポートを条件に

して参加者を募ってください。議会や町の仕

組みから政策の決まるまで学べるよう、入念

な準備をして、そして実際の議会の開催は１
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年後でも２年後でも構いません。むしろ、さ

まざまな学習を通して女性が力をつけること、

エンパワーメントと申しますが、女性がエン

パワーメントすることに重点を置いていただ

きたいと思います。 

 ところで、全国各地で開かれている女性議

会ですが、議員はもちろん女性が果たすわけ

ですが、答弁に立つ自治体の執行部はどこも

現役の部課長で男の方が目立つわけです。 

 内灘町の女性議会は、一般の女性に議員と

いう仮の立場を与えて、発言の機会をつくる

わけですが、それだけにとどまらず、役場の

女性職員にとっても幹部候補として答弁の機

会を体験するものにしていただけないかと思

うものです。 

 女性職員の定年が延長され、女性が幹部に

なるという、そういう道も開けた今、女性職

員にもこのひな壇に座っていただく意気込み、

そういう意気込みを持っていてもらわなけれ

ばならないから申し上げます。その意気込み

がないのなら、定年延長も意味がありません。

早々にお引き取りを願わなければならないで

しょう。 

 誤解のないように申し上げますが、もちろ

ん男性職員も同じです。 

 各家庭の中において、女性はもう十分強い

などという詭弁にごまかされないで、政策を

決めるところに参画していく女性をふやすた

めと女性職員の能力を十分に引き出すために、

ポジティブアクションとしての女性議会の開

催についてお尋ねしました。町の考えをお聞

かせください。 

 最後に、広岡先生の学習会のような男女共

同参画の基本の話を住民対象にも開催してい

ただきたいと申し上げて、この項を終わりま

す。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 おーしゃんループバスは、先ほど清水議員

の質問にもありましたが、数こそ少なかった

ものの、なくてはならないものとして利用し

ていた人たちがいました。それが休止するこ

とになりました。西尾部長の答弁にあった公

共交通等検討委員会、そこで新しいシステム

が生み出されることを期待しているわけです

けれども、その結果が出るのに１年かかると

いうことです。 

 これからの超高齢社会に向かって公共交通

機関が必要になってくること、温暖化の大き

な原因である自動車から排出される窒素酸化

物や二酸化炭素の削減のためにも、マイカー

を減らす公共交通機関が必要なことは、以前

にも清水議員が述べられたとおりだと思いま

す。時代は、地球温暖化を抜きにしては語れ

なくなってきています。国土交通省では、京

都議定書の目標を達成するために運輸部門で

毎年4,600万トンの二酸化炭素を削減しなけ

ればならないと、マイカーから公共交通への

転換を求めているわけです。 

 また、ことしは雪が降りませんでしたが、

今後除雪に大きな費用をかけられなくなるこ

とが予想されます。それでも内灘駅やスーパ

ー、病院へのバス路線などがまず確保されて

いれば住民の生活は保障されるわけで、除雪

費用の削減にもつながります。そういった観

点からも公共交通機関は必要だと思います。

ぜひよい案を生み出していただきたいと願う

ものです。 

 で、その結果が出るまで何かいい方法がと

いうことで、現在走っているプールバスをも

う少し住民の皆さんに使いやすくできないか

ということをご提案申し上げたいと思います。 

 プールバスは、おーしゃんループバスより

も全町をくまなくカバーして走っています。

現在は午後１時、15時、17時と３回内灘町を

北部の方まで走っております。夏になると午

前中にももう１便出るそうです。大変便利な

バスのようなのに、ほとんど乗客が乗ってお

りません。なぜかといえば、プールを利用す

る人だけしか乗れないことになっているから

です。 
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 例えば、福祉センターやセンター前のグラ

ウンドゴルフへ行く人でも、一たんプールま

で乗り過ごして、歩いて戻ってこなければな

らなかったのです。これは本当にもったいな

いことであり、非効率的なことだと思います。

プールに行くだけの目的ではなく、スーパー

への買い物や通院、文化会館や図書館に行く

とか、福祉センターへ行くとか、利用の範囲

を広げるだけで利用者がふえることは容易に

想像できるわけです。 

 先ほど申し上げました公共交通等検討委員

会の結論が出る来年３月までというふうな、

それまでの暫定期間の限定で、目的に応じて

どこで乗っても、どこでもおりてもいいよう

にしていただいて、住民の利便性を向上させ

てほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

 喜べなかった雪のないこの暖かい冬でした。

元アメリカ副大統領アル・ゴアさんの映画「不

都合な真実」を見られましたでしょうか。ま

だの方はぜひ見に行ってください。公共交通

機関の必要性がわかります。ぜひ管理公社の

責任者に見てきていただきたいと思います。 

 ３番目に、町税と国民健康保険税のほか、

保育料、給食費などの滞納とその対応につい

てお伺いいたします。 

 昨年６月議会で同じ質問をしました。その

ときの答弁で、平成17年度の収納率は、町税

が96.08％、国民健康保険税が83.11％で、ど

ちらも前年度に比べて少し向上したが、町税

全体では9,127万円、国民健康保険税では１億

2,163万円、総額２億1,290万円の繰越滞納金

があるという答弁でした。18年度は定率減税

が半減して税額がアップした分、かえって滞

納もふえる心配があるということもおっしゃ

いました。 

 町税は、５月が最終締め切りと聞いており

ますので、まだ途中ですが、今年度の収納率

と繰越滞納額の減額はどのくらいを目標にし

ているのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。滞納者からの徴税は大変ご苦労の多い仕

事だと理解しておりますが、この３月から出

納整理期間の５月にその目標の達成に向けて

一層の努力をお願いしたいと望みたいと思い

ます。 

 個々の事情に十分に配慮しながらも、町の

運営にとって欠くベからざる仕事であるとの

自負と使命感をもって滞納に対応し、しっか

りと自主財源を確保していただくように重ね

てお願いしておきます。 

 また、１月26日の北國新聞に、学校給食費

の未納問題が報道されました。昨年６月議会

では315万円と滞納額だけを答弁いただいた

わけですが、その報道によれば、未納者の割

合で1.58％、未納額の割合で0.79％と県下で

最低レベルだったのです。給食費の未納問題

はテレビでも盛んに取り上げられ、子供が食

べた給食の費用をさまざまな理屈をつけて払

わない保護者にあきれるばかりです。 

 さて、給食費の徴収は内灘町では給食セン

ターの責任になっていて、町の一般会計に組

み込まれております。内灘町以外の18自治体

は、学校が責任を持って集め、独立した給食

費特別会計になっていると聞いております。 

 一長一短はあります。先生たちが大変多忙

であるということも聞いております。知って

おります。しかし、先生が、教師が責任を負

う他の自治体の方が収納状況がよく、子供た

ちと直接接する現場にいるのではない給食セ

ンターが集金の責任を負っている内灘の方式、

内灘のやり方が最低の徴収率であるというこ

とは否めない事実であるわけです。 

 経済的に困窮して滞納するのではない家庭

が多いのです。保護者がこのようにしてモラ

ルに欠けていると、子供によい影響があるわ

けがありません。このような保護者に対して

は、教育の現場にいる教師が徴収に当たる方

が教育的効果も期待できるのではないでしょ

うか。 

 以前、決算委員会でも申し上げましたが、

この際、他の自治体と同じように学校に徴収
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の責任を持たせるようにする考えはないでし

ょうか。修学旅行積立金やアルバム代金、そ

の他の必要経費は学校が集金袋で集めている

と聞きます。給食費もそのようにすることは

できないか、お尋ねいたします。 

 次に、719万円の滞納があった保育料も同じ

です。特に保育所は、お迎えにくる保護者と、

園長初め保育士が毎日接触しているわけで、

こちらも保育士さんも忙しいとは思いますけ

れども、毎日顔を合わせるたびに根気よく説

得していれば719万円の滞納はなかったので

はないでしょうか。園長先生を筆頭に、保育

士の皆さんの保育料滞納に対する対応はどの

ように指導されていますか、お伺いします。 

 また、給食費と保育料の滞納改善について、

それぞれどのような目標値を持っているのか、

お聞かせください。 

 昨年の答弁では、総合収納室を徴収専門の

部門にして、すべての滞納を一括して取り扱

うということでしたが、今述べたように、給

食費や保育料は効率の面からも保護者の教育

という観点からも、現場が責任を持つべきだ

と思います。もちろん、総合収納室として全

体の情報を把握し、連携することにまで反対

するわけではございません。早くフレックス

タイム制も取り入れて、住民の負担の公平性

の確保と町財政の健全化に一層の貢献をして

いただくように求めると同時に、私も含め町

の関係者に滞納がないように、こちらの方も

一層気を引き締めていかなければならないと

自戒して、この項を終わらせていただきます。 

 さて、最後です。 

 基金が底をついています。この話は能村議

員、そして清水議員からも詳しくお話しして

いただきました。平成19年度の予算が執行さ

れれば、基金総額は19年度末には６億7,000

万円となるという厳しい状況も詳しく述べて

いただきました。 

 さて、まちづくり政策部からいただきまし

た資料によれば、この基金によって平成21年

度まで続く義務教育施設の耐震化事業はでき

るが、その他の事業の執行には大きな影響が

出るとありました。改革という名前と裏腹な

三位一体改革によって、３年間で交付税が約

６億円減らされ、保育所運営などに対する国

の補助金も１億2,000万円も減らされて、かと

いって税源移譲は進まず、税率だけをアップ

しても、さきの滞納の問題で述べたように、

やはりその収納率がアップするよりも滞納だ

けが額を増していくという悪循環になってお

ります。 

 昨年９月議会で、町の財政状況について尋

ねた私の質問に答えて９月に西尾部長は、こ

のような厳しい財政の中でもなおかつどうし

てもやらなければならない町の仕事があるの

だと答弁されました。それが現在進行中の中

学校の耐震化工事であり、これから予定され

ている西荒屋小学校の耐震化工事であると理

解しております。 

 このような子供たちの命にかかわる絶対必

要な事業が、どうして義務教育施設整備基金

もほとんど準備のないままに放置されてきた

のでしょうか。子供の命を大切に考えるなら

ば、率先してこの義務教育施設整備基金の準

備をしておくべきではなかったのでしょうか。 

 すべての自治体を取り巻く環境の急激な悪

化があるにせよ、どうしてこのように必要不

可欠な事業が基金の準備もないままに置き去

りになってしまったのか。現在のようなそん

な経済状況の中で、にっちもさっちもいかな

い経済状況の中で進めなければならないよう

なことになったのか、私自身反省すべき点も

のであります巣が、ここで町の見解をお聞き

したいと思います。 

 このような状況を住民は知りません。能村

憲治議員もおっしゃいましたけれども、もっ

と情報を出すべきです。このことは、やはり

昨年９月議会で私も申し上げました。タウン

ミーティングも要望を聞く場合としてのみ設

定したのではなく、町が情報を提供し、問題
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を住民と共有するという場としてタウンミー

ティングはあったはずだと思うのです。タウ

ンミーティングだけでなく、出前講座も声が

かかるのを待っているのではなく、役場の方

から住民に積極的に働きかけて状況の説明を

しなければいけないのではないでしょうか。 

 隠していることは一つもない。求められる

情報はすべて公開しますという今の町の姿勢

は、大変な進歩ではあります。ありますが、

それだけではだめな今の状況だと思うのです。

求められなくも公開し、しっかりと説明する

ことが今とても大切なことです。 

 八十出町長が就任されてすぐ、講師として

お招きしたニセコ町の片山総務課長がおっし

ゃっていたではありませんか。あのとき町の

皆さんも学習会として片山課長のお話を聞か

れたはずです。「町の一番の説明責任は予算

の説明だ。情報は求められてから出すのでは

なく、求められる以前に住民と共有すること。

共有するためには、決まってしまってから公

開するのではなく、決める段階から参加して

いただいて、協働で進めるのが一番だ。すべ

ての情報を共有すれば、町の状況を理解した

住民の皆さんの中から多様な知恵が出てきま

す」と片山さんは語られたのです。 

 内灘町の将来をみんなで語らなければなら

ないときだと思いますが、いかがお考えでし

ょうか。町長の考えをお尋ねして、私の質問

を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の一般質

問にお答えをしたいと思います。 

 最初は、女性議会の開会をという質問に対

してお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、女性の社会参加が進

んでいるにもかかわらず、方針の立案や決定

過程への女性の参加はまだまだ少ないのが現

状であります。一方、地方公共団体の施策の

決定は、女性にも男性にもひとしくかかわっ

てくるものであります。そして、その決定過

程に男女共同参画の視点が入ることは大変重

要な課題であることから、平成19年度から10

年間の計画期間とする内灘町男女共同参画推

進行動計画でも目標の一つとして方針の立案、

決定過程への女性の参画促進を掲げておりま

す。積極的に取り組んでいくべきと考えてい

るわけでございます。また、その目標を実現

するためにも、女性自身が力をつけることが

必要であると考えるわけでございます。 

 事業を有意義なものにするため、町の重点

課題、財政について、その他情報収集や分析

方法、原稿作成方法、発言の仕方などを学ぶ

研修もあわせて行いながら、女性自身がさま

ざまな場で一歩を踏み出す機会となるものに

しなければならないと、こんなふうに考えて

いるわけでございます。 

 したがいまして、そうした目的を達成する

ための手段や方法として、ご質問にあるよう

に女性議会とする形態もございますが、議会

といった形態がよいのか、あるいはまた何ら

かのフォーラムみたいな形態がよいのか、こ

れから前向きに検討させていただきたいと思

うわけでございます。 

 次に、当初予算の財政関係の質問にお答え

したいと思います。 

 町の実施する事業の優先順位につきまして

は、その時代ごと町長が掲げる政策が大いに

関係するものでありますので、前町長の政策

の優先順位についてはここでは触れる立場で

はありませんが、私自身が町長に就任した後

の政策の優先順位について述べさせていただ

きたいと思います。 

 平成15年度より町の財政状況は、基金の取

り崩しがなければ単年度収支が赤字であった

ことはご承知のとおりであります。そんな財

政状況にあったがゆえに、私は行財政改革を

積極的に進め、なおかつ必要不可欠な事業と

して子供たちが安全に学ぶことができる義務
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教育施設の耐震化を初めとした子育て支援、

教育内容の充実に関する事業等にも積極的に

取り組んでまいったわけでございます。 

 また、今後もこれらの事業は私自身の町政

における重点施策として位置づけていること

は、先日の所信表明を初め、あらゆる機会に

幾度も述べてまいったところでございます。 

 町財政の前途が多難であることは、今さら

改めて申し上げるまでもございませんが、財

政難を克服するための行財政改革を強力に推

し進めながら、限られた財源を今述べたよう

な重点施策に優先的に投入していきたい、こ

う考えているわけでございます。 

 また、お話の住民との情報共有のための情

報公開につきましては、私の公約でもありま

して、議員ご指摘のとおり、今後は今まで以

上に積極的に町の広報やタウンミーティング、

出前講座などを活用しながら進めてまいりた

いと思っているわけでございます。ぜひご理

解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 浅田裕助役。 

   〔助役 浅田裕君 登壇〕 

○助役【浅田裕君】 水口議員の税の滞納に

ついてお答えいたします。 

 議員のご質問の中にもありましたように、

税改正に伴い定率減税が２分の１に半減され

たことや、老齢者控除の廃止などにより個人

町民税の増額を見込んでおりましたが、課税

対象人数はふえたものの、個人所得は伸びて

おらず、今定例議会に所得割を4,510万円を減

額する補正予算を計上いたしました。 

 そこで、平成18年度の町税の収納見込みに

つきましては、現時点において現年度課税分

で98.6％、繰越滞納分である過年度分で

21.94％、合わせて95.48％の収納率を見込ん

でおります。 

 また、国民健康保険税は現年度課税分で

94％、過年度分で17％、合わせて83.11％を見

込んでおりますが、５月末までの出納閉鎖ま

でに鋭意徴収に努めてまいりたいと思います。 

 次に、給食費の滞納についてのご質問にお

答えいたします。 

 町では、現金取り扱い上の安全確保や保護

者の利便性と教職員の負担軽減を図るため、

給食費を町一般会計で口座振込制度をとって

おります。また、経済的な理由で納付が困難

な家庭には、就学援助制度によって給食費の

支給をいたしております。 

 給食費の未納問題は、経済的な問題という

より、むしろ親としての責任感や規範意識が

不足してきていると考えられます。他の自治

体のようにすべて学校で集金する方式までは

今考えておりませんが、学校により主体性を

持っていただき、ＰＴＡとの連携も図り、学

校全体としての取り組み体制を整えて未納問

題の解消に努めてまいりますので、よろしく

お願いをいたします。 

 次に、保育料の未収についてでございます。 

 苦しい中、一生懸命支払いしている大多数

の方がいる一方、一部で支払いを怠っている

方もいるというのは、負担の公平に反してお

ります。町といたしましては、保育所長を初

め保育所職員が一丸となって未納者に対し保

育料の納付を促しております。また、総合収

納室とも連携をとり、未納者との接触機会を

ふやし、収納率の向上に努めていく所存でご

ざいます。 

 なお、議員提案のフレックスタイムの活用

でございますが、効果的な勤務体制、勤務時

間の運用への取り組みにつきましては、今年

度は実施するまでには至りませんでしたが、

税務課だけに限らず、全庁的な勤務体系の取

り組みの中でさらなる検討を重ね実施してい

きたいと考えておりますので、よろしくお願

いします。 

○議長【八田外茂男君】 西尾雄次まちづく

り政策部長。 

 〔まちづくり政策部長 西尾雄次君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【西尾雄次君】 水口
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議員のプール行きのバスを一般利用できるよ

うにできないかというご質問にお答えをいた

します。 

 現在、町内を循環いたしております温水プ

ール行きの中型バスにつきましては、町民の

健康増進と施設の利用促進を図るという、そ

ういう観点から、日曜日、祝日以外はほぼ毎

日運行をいたしております。また、このバス

は朝は白帆台地区のスクールバスとしても活

用しておりますし、夕方から夜間にかけまし

てはスポーツ少年団の送迎を行っております。 

 しかし、日中のプール行きのための運行に

おきましては、マイカーの普及等によりまし

て一般のバス利用者は大変少ないという現状

でございます。したがいまして、このバスの

運行につきましては、現在、部内でその廃止

等も含めて検討いたしているところでござい

ます。 

 なお、温水プール行きのバスを一般の方が

自由に乗降できる循環バスに転換してはどう

かとのご提案につきましては、現在、町内に

おきまして民間の路線バスが運行されている

現状や、たとえ暫定的な期間といたしまして

も、町営のバスを運行する場合の財政的な負

担など、そういったもろもろのことを勘案し

た場合、やはり今回のご提案はその実施は非

常に難しいものではないかと、そのように考

えております。 

 今後につきましては、先ほど清水議員の答

弁の中でも申し上げましたとおり、内灘町公

共交通等検討委員会の意見等を参考にしなが

ら、内灘町全域における公共交通の理念や方

向性、また町所有のバスであるとか、そうい

うものの利活用も含めて、コミュニティバス

を含めた新たな交通体系を具体化していきた

いとそのように考えておりますので、ご理解

願い回と存じます。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 水口裕子さん。 

○６番【水口裕子君】 （議席より）答弁あ

りがとうございました。 

 給食費についてもう一度お尋ねしますが、

今の一般会計に組み込んで給食センターが責

任を持っているという、そういうやり方でず

っとやってきているから、からというふうな

言い方が適切かどうかはちょっとあれですけ

れども、でもとりあえずその方法でやってい

る内灘町が収納率が最低であるという、そう

いうのは先ほども申し上げましたけれども、

現実であって、それはもう否定できない現実

であるわけです。だから、今おっしゃいまし

たその方法、それこそ１年間暫定期間とする

くらいの覚悟で、これで収納率が上がらなけ

れば、やはり他町と同じように教職員さんの

方に回すという、そういうふうな覚悟でやっ

ていただきたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

○議長【八田外茂男君】 浅田裕助役。 

   〔助役 浅田裕君 登壇〕 

○助役【浅田裕君】 水口議員の給食費の滞

納の件につきましては、教育委員会が中心に

なって保護者、それから学校長を中心となり

まして担任など電話催告や保護者面談時に給

食納付の指導を実施するなど、今後、学校が

より主体的に徴収努力をする体制を強化徹底

し、教育委員会と一丸となりました徴収体制

を一層推進してまいりたいと思いますので、

教育委員会ともどもに頑張っていく所存でご

ざいますので、よろしくお願いします。 

○議長【八田外茂男君】 水口裕子さん。 

○６番【水口裕子君】 （議席より）済みま

せん。ちょっと答弁がずれているんじゃない

かと思ったんですけれども、その答弁ですと、

先ほどお聞きした答弁と同じですよね。そう

いうふうにやっていかれることはよくわかっ

たんです。それで、その方向で頑張っていた

だきたいというふうに申し上げているわけな

んですけれども。そういうふうにやっていた

だいて、なおかつ収納率がアップしなくて改

善しない場合には、もう一度、教職員の方に、
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学校の方に責任を持ってやっていただく。ほ

かの町と同じように方針、方法を転換してい

くという、そういう覚悟の上でやってくださ

いと、そういう覚悟がありますねということ

をお聞きしたんです。 

○議長【八田外茂男君】 浜田寛教育長。 

   〔教育長 浜田寛君 登壇〕 

○教育長【浜田寛君】 ただいまのご質問で

ございますけれども、水口議員言われるよう

に、結果としては、この前でも報道されてい

るように、石川県下では内灘町がやっている

方法というのが結果としてよくないというこ

とはご指摘のとおりでございます。ところが、

これはテレビ等でも報道されていますように、

全国的にしますと決してそうということには

言い切れませんところがございまして、やは

り学校ごとにやっているところでもかなり滞

納を抱えた問題を抱えるところが多くありま

す。 

 したがって、石川県ではご指摘のようです

けれども、全国的に見たら必ずしもそうじゃ

ないというふうにとらえておりまして、内灘

町の場合でも、平成14年度をピークにして、

それ以降、学校にかなり主体性を持っていた

だいてやっております。少しずつ改善をして

きております。そういうことで、もう少し現

行のままでやらせていただきたい。 

 その後のことは、また議員のご指摘もござ

いますそういうことも検討しなきゃならない

のかもしれませんけれども、今のところはそ

ういう考えでございますので、よろしくご理

解いただきたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 ８番、野村輝久さ

ん。 

   〔８番 野村輝久君 登壇〕 

○８番【野村輝久君】 平成19年第１回内灘

町議会定例会に町政一般質問の機会をいただ

きましたので、あらかじめ通告してあります

２点について質問をいたします。答弁に当た

ります町長並びに関係部長には、具体的かつ

明快なご答弁を賜りますよう、まず前もって

お願い申し上げます。 

 さて、質問の第１点目は、内灘駅前の整備

についてであります。 

 陸上輸送の主役が鉄道から自動車に変わり、

全国的に見るとその地域が過疎化して、活力

を失うと鉄道は廃止され、レールが撤去され

てきております。今では鉄道の駅が存在する

ことそのものが、いわばその地域がまだ利便

性や活力を持っているあかしであると言える

ように思うのであります。 

 同時にまた、鉄道が通っている地域では、

その駅前はまちの顔でもあるとも思うのであ

ります。 

 金沢市が鼓門やユニークなガラスドーム、

あるいはガラス屋根の回廊に多額の資金を投

入したのは、金沢駅前が文化都市金沢を象徴

する顔であり、そこを魅力的にすることがそ

のまちの魅力をアップすることにもつながる

からだと思うのであります。 

 さて、内灘駅前の整備についてであります

が、この問題につきましては、既に私は平成

８年第１回と同年第３回、また平成14年第１

回と何度もお尋ねしてきましたが、この間に

内灘駅前は公衆トイレの整備や駅舎の改装、

またバス停留所の改修と、徐々にではありま

すが着実に改善がなされてきたことをうれし

く思うものであります。 

 また、この間には浅電の金沢駅付近の地下

鉄化や、それに伴う車両の新鋭化など等も行

われ、浅電全体としての利便性と魅力度は大

いに向上してまいりました。 

 しかし、内灘駅前の全体的な狭隘感だけは、

残念ながら今も30年前も変わらないままとな

っております。 

 この駅前全体の狭隘問題を解消するために

は、私はやはり駅の前面道路の拡幅や駅前広

場西側一帯の買収による駅前広場の拡張など、

将来の内灘町の発展を見据えた積極的な内灘

駅前全体の整備が必要であると思うのであり
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ます。 

 今後の公共交通のあり方を考えると、高齢

化時代に即したコミュニティバスの運行が内

灘町でも当然必要になってくると思いますが、

内灘駅前は重要な交通の結節点となるもので、

そのときのことを考えれば、駅前の狭隘問題

の解決は重要性が増すものだと思うのであり

ます。 

 財政状態が厳しいときに駅前整備を実施す

ることは大変珍しいことかと思いますが、内

灘町の魅力アップをして、多くの人たちに住

んでもらうためにはやはり大切な事業だと思

うのであります。 

 また、多額のお金をかけないで行う魅力ア

ップの一つに、花による環境美化があります。

内灘駅前のあるアカシア町内では、公民館前

から駅前周辺の街路樹の下に花を植えて町を

美しくする活動が数年前からボランティアの

活動団体で行われております。こうした活動

が内灘駅前周辺で積極的に行われれば、駅前

の美化となり、またにぎわいのある雰囲気づ

くりの一助になるのではないかと思うのであ

ります。 

 花による環境美化など地域住民のこうした

内灘駅前周辺の美化活動に対して、町として

何らかの支援ができるものなのかどうか、ま

た町として駅前の魅力アップのために支援す

る考えがあるかどうか、お伺いするものであ

ります。 

 以上２点について町長の的確なご答弁をお

願いしたいと思います。 

 質問の２点目は、町財政の現状と将来見通

しについてであります。 

 先月28日、北海道夕張市議会が財政再建計

画を議決したとの報道が新聞各紙でなされて

おりました。財政再建計画とは、民間企業に

例えるならば会社更生法による再生計画に当

たるもので、言うなれば自治体版の破産再生

計画とも言うべきものであります。夕張市の

財政再建計画は、財政赤字額である353億円を

平成19年から平成36年までの18年間もかけて

解消するというものでありました。地方自治

体は俗に親方日の丸などと、まるで倒産しな

いものの代名詞のように言われていましたが、

その自治体にも民間企業の倒産に当たる財政

再建団体への転落という事態があるのだと知

り、多くの日本人は改めて自治体行政という

ものを見詰め直すきっかけを得たようであり

ます。 

 その夕張市の財政再建計画の内容を見てみ

ますと、実に戦慄すべきものであります。一

例を挙げますと、歳入の再建計画では、市民

税や固定資産税、軽自動車税などの税率の引

き上げ、保育料の引き上げ、スポーツ施設等

の使用料の引き上げ、下水道使用料の引き上

げなどと軒並みに引き上げが並び、歳出では

人件費で一般職給与の38％引き下げ、特別職

給与の60％から70％という超大幅な引き下げ

議員報酬の引き下げ、施設維持管理関係では

図書館や美術館の閉鎖、小中学校の大々的な

統廃合、事務事業関係では単独事業による扶

助費の全面的な廃止、また行政組織も現在の

17課体制から７課程度への削減、さらに職員

数に至っては２年後には半減させるといった

内容なのであります。 

 つまり、この財政再建計画では、行政組織

と行政経費の大幅な削減が行われ、同時に住

民負担を大幅に増加させ、加えて住民への行

政サービスを軒並み打ち切りや引き下げを実

施するというまことにすさまじいものなので

あります。 

 夕張市では、財政破綻が明るみに出てから

５カ月間に300人近くの人がもうここでは暮

らしてはいけないと町を去っていったと言わ

れております。今、この財政再建計画の実施

によって人口流出がさらに加速されることも

懸念されていると言われております。 

 多額の借金を人口がどんどん減っていく中

で残った人たちだけで返済せねばならないと

いう、まさに地獄絵のような惨状をさらして
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いるのであります。 

 財政破綻の状況を市民に説明する住民集会

では、市民の間から次々となぜこんなになる

まで隠していたのかとか、なぜもっと早く手

を打たなかったのかといった厳しい叱責の声

が絶えなかった様子もテレビで何度も放映さ

れております。財政破綻する自治体を人間の

病気に例えてみると、もし発見がもう少し早

く、病気への対処が早ければ重症化すること

もなく、また激痛に苦しむこともなく、早く

発見し、早く治療を始めれば、治療のための

痛みが多少あったとしても、それは耐えるこ

とのできる苦しみで、また健康体に戻れたは

ずなのであります。 

 どこの自治体であっても財政の危機が迫っ

てきたら、そうした事態への警鐘を鳴らし、

住民の理解と協力を得て適切に対処すれば、

夕張市のように住民に耐えがたい苦しみを与

える結果にはならないはずなのであります。 

 別の言い方をするならば、財政の状況を適

時適切に、またわかりやすく住民に情報を公

開して、常に住民とともに行財政のあり方を

考える姿勢が行政側にあれば、住民の知らぬ

間に財政再建団体に転落して住民を大いに苦

しめるという最悪の事態にはならないはずで

あります。それが知恵ある自治体の姿であり、

また知恵ある自治体住民の姿であると思うの

であります。 

 予算内示会や議会初日の町長の所信表明演

説によれば、内灘町では三位一体の改革によ

って基礎的な財政収入がここ数年減り続けて

いるとのことでありました。その理由は、国

から来る地方交付税などが大幅に減ってきた

ためであり、反対に歳出の方は医療費や介護

関係費など人口の高齢化を原因とする支出が

増加してきているとのことでありました。こ

れらの事情が重なり合って、財政が赤字続き

になっているとのことでありました。そのた

め、これまでどおりのお金の使い方を続けて

いたら、貯金を使い果たしてしまい、あとは

何もできなくなりそうだから、今行っている

行財政改革をさらにしっかりと実施して、使

うお金を厳選していかねばならないのだと、

そういった内容であったかと思います。 

 国が三位一体の改革によって税財政の制度

自体を大々的に変えてきて、これまで国が地

方自治体に出していたお金を大幅に減らすと

いう政策を実施してきているのですから、地

方自治体としてその収入に見合ったように改

める行財政改革が必要なのは、何も内灘町だ

けに限ったことではないはずであります。 

 日本じゅうでどこの自治体も改革に着手し

ているのですから、内灘町も当然、それを進

めなければならないはずです。何もせぬまま

これまでどおりにしていたなら、そんな自治

体は自滅してしまって当然なのです。 

 内灘町は情報公開と住民参加を大切にする

町ですから、それを大切にしてこの事態に対

処すれば、必ずこの危機を回避できるはずだ

と思います。 

 また、行財政改革は町民の本当の幸せを守

るためには、やはり確実に実施することは必

要だと思うのですが、内灘町民が内灘らしさ

を誇れるようなものは、改革の中でそのとも

しびを消さないよう努力はやはり必要だと思

うのであります。 

 一つの例は、庁舎６階の展望ラウンジであ

ります。町民ギャラリーとともに、河北潟の

もとに北アルプスの山々の眺望を楽しみなが

ら、お茶を飲んだり、休憩をしたりできる内

灘町民にとっては自慢の施設でもあると思う

のです。これらは単に収支が合わないからと

いって簡単に閉鎖を考えるのではなく、もっ

ともっとＰＲに力を入れるなど、積極的な知

恵を出し合って、知恵と工夫で存続させるよ

うな努力も考えるべきだと思うのであります。 

 そこで町長にお伺いいたします。町長がい

つも述べているように、内灘町も財政が非常

に厳しい状態であるとのことですが、それを

どのようにして乗り切ろうと考えているのか。

 －35－



また、内灘町は本当に夕張市の二の舞になっ

てしまう心配はないのか、その見通しを伺う

ものであります。 

 また、行財政改革を進める中でも知恵を働

かせて、内灘らしさや町民の誇りの部分を大

切にしていただきたいと思うのですが、この

件に関する町長のお考えをあわせてお伺いし

て、私の質問を終わります。 

 最後に一言申し述べさせていただきます。 

 私、野村輝久は、平成７年の初当選から内

灘町民の幸せを実現したいとの思い、願いの

もと、３期12年間にわたり町民の代表として

内灘町議会議員に送り出していただき、また

働かさせていただきました。私ごとではあり

ますが、今期任期の終了をもって議員を引退

させていただくこととしました。浅学非才の

私を支えてくださった町民の皆様や指導、助

言をくださった議会の先輩議員各位や同僚議

員の諸氏、そしてまた町長を初めとする執行

部の皆様方にこの場をかりて心から感謝とお

礼を申し上げるものであります。 

 内灘町の前途には財政問題など立ちはだか

る幾つかの難問はありますが、いかなる難問

であろうとも内灘町を愛する心を持って町民

と一丸となって臨めば、必ずや明るい内灘町

の未来が開けるものと確信をいたしておりま

す。任期を終えた後も、一町民として内灘町

のためにこれまで同様に一生懸命に働き、ま

た皆さんを応援させていただきたいと思って

おります。大変長い間本当にありがとうござ

いました。（拍手） 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【八田外茂男君】 この際、暫時休憩

いたします。 

 再開は午後１時ちょうどといたします。 

           午前11時59分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時00分再開 

    ○再   開 

○議長【八田外茂男君】 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 野村輝久議員の町

政一般質問にお答えしたいと思います。 

 私の方からは、町財政の現状と将来の見通

しについてはということについてお答えをし

たいと思います。 

 先ほど来申し上げていますが、本町の財政

状況につきましては、まず歳入面では三位一

体改革の影響などによりまして普通交付税等

の経常一般財源が減少傾向にある中で、基金

につきましても平成19年度当初予算編成にお

きまして財政調整基金と各種目的基金約８億

円取り崩した結果、基金残高は総額で６億

6,000万余りとなり、極めて厳しい状況に直面

しているわけでございます。 

 歳出面におきましては、人件費等の内部経

費を含めた事業全般にわたりまして見直しを

行うものの、公債費や扶助費などの義務的経

費は引き続き増加しておりまして、経常収支

比率や実質公債費比率などの各種財政指標は、

来年度も悪化するものと想定をしているわけ

でございます。 

 また、町債の残高につきましても、平成18

年度末見込額では、一般会計、特別会計合わ

せて183億円に膨らんでおりまして、現状の財

政構造では、ご指摘のとおり財政再建団体に

陥ることも決して過言ではないように思うわ

けでございます。 

 しかしながら、そういった事態にならない

ためにも、昨年策定いたしました行財政改革

に基づく集中改革プランの実施を一層加速さ

せ、限られた歳入に見合うよう、歳出構造の

抜本的見直しを図り、できるだけ早期に財政

を回復させなければならないと、こんなふう

に考えているわけでございます。 

 一方、現下の厳しい財政情勢ではあります
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が、内灘中学校改築事業など安全・安心な教

育環境の充実と少子化対策としての保育環境、

子育て支援施策の充実は、本町の重点事業と

して位置づけており、財源の重点配分を行っ

てまいりたいと考えている次第でございます。 

 なお、ご質問の展望ラウンジにつきまして

は、この間、野村輝久議員を初め議員の多く

の皆さんの継続要望もございますので、４月

以降も引き続き営業をしてまいりますが、今

後、経常的な赤字解消策も含めて施設の有効

利用につきましてさらに検討してまいりたい

と、こう思っているわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 浅田裕助役。 

   〔助役 浅田裕君 登壇〕 

○助役【浅田裕君】 野村輝久議員の内灘駅

前の整備についてお答えいたします。 

 野村議員ご指摘の内灘駅前開発につきまし

ては、平成７年度に駅舎、駐輪場、バスター

ミナルの整備計画を策定し、町の顔にふさわ

しい公共交通の拠点として駅前広場の整備拡

張を進めてまいりました。 

 ご質問の駅前整備事業の見通しにつきまし

ては、ご指摘のとおり、事業の推進によって

公共交通の結節点としての機能強化や将来的

にアカシア向粟崎２号線の供用が開始となれ

ば、当然、内灘駅へのアクセス道路としての

住民の利便性向上につながることから、駅前

整備は大変重要な事業として認識している次

第であります。 

 しかしながら、ご承知のとおり、本町財政

は大変厳しい状況にありますので、行財政改

革をさらに推進し、財政基盤の強化を図って、

今後、地権者並びに北陸鉄道など関係機関と

協議を進めながら事業の推進を図ってまいり

たいと考えております。 

 また、駅前の花の美化についてのご質問に

つきましては、ご指摘のとおり、季節の花々

によって駅前の環境を整備することは町のイ

メージアップにつながるという観点から大変

重要なことであり、整備に当たっては一部材

料の助成をしながら、アダプト制度、里親制

度としてその花の維持管理に努めていただく

こういう制度の活用を含め、今後検討してま

いりたいと考えておりますので、よろしくお

願いします。 

○議長【八田外茂男君】 野村輝久さん、答

弁漏れないですか。 

 16番、堂下清孝さん。 

   〔16番 堂下清孝君 登壇〕 

○16番【堂下清孝君】 奥村忠男総務部長が

説明員としてこの議場にいないのは、何とも

寂しい限りであります。一日も早く回復をし

て復帰することをご祈念申し上げ、質問に入

らせていただきます。 

 2007年、平成19年第１回定例議会において

質問をさせていただきます。 

 私にとって1971年、昭和46年第２回６月定

例議会より、数えて144回目、１回も休むこと

なく質問に立てたことをうれしく思っておる

次第であります。この間、５人の町長と議論

を交わしてまいりました。町長がどなたさん

に変わろうと、常に住民の目線に立っていい

ものはいい、悪いものは悪いと言い続けてこ

られたことを誇りに思っております。 

 時には、そのために憎まれたことも多々あ

るように思われますが、それでもいい、必ず

近い将来わかってもらえる。なぜなら、行政

の主人公は住民自身であるからであります。

一貫して「住民が主人公」を貫き通してこれ

たのも、その精神からであります。 

 今議会が私の最後の質問になりますが、通

告に従って町長、助役、教育長並びに関係部

局長、課長に質問をいたしますので、よろし

くご答弁くださるようまずお願いをいたして

おきます。 

 今町政を運営する町長にとって、かつてだ

れもが経験したことのないような厳しい行政

運営を強いられております。それは、言うま

でもなく、地方分権の名による国による地方
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切り捨てが行財政全般にわたって行われてい

るからであります。 

 地方自治体はこれに立ち向かい、政治の流

れを国民本位に変えていかなければならない

というのは言うまでもありません。しかし、

こういう時期だからこそ、町政は従来の沿線

上ではなく、差し迫ってどうしてもやらなけ

ればならない事業、急いでやらなくては住民

が本当に困るもの以外は、財政的に余裕が出

るまでじっと我慢することも必要ではないか

というふうに思うわけであります。 

 県が借金、起債を認めてくれるから認めて

くれるうちに借金をしてでも事業をする。そ

の最たるものが18年度の地方債の補正で内灘

高校横に道路をつくる準幹10号線道路整備費

として330万円、19年度予算で新たに土地購入

費で7,000万円、うち借金が2,550万円。総合

公園整備費として、これも18年度予算で4,800

万円借金し、19年度予算で新たに1,350万円借

金をふやし、調査設計費と造成工事費で7,000

万円計上しているのであります。まだ１筆未

買収地域が残っているというのに、今なぜ急

がなくてはならないのかというふうに思うわ

けであります。 

 また、県道であるべき向粟崎放水路線に事

業費の４分の１、1,500万円も借金して負担金

を出さなければならないのでしょうか。以前

にも県負担金を出したことがあると思います

が、事業費の４分の１、25％の負担金を出し

たという記憶はないのであります。町長も２

日の日の所信表明の中で、「最近の我が国経

済は政府が発表する各種の経済指標において

回復基調にあるとされておりますが、私たち

町民の一般的な感情からすれば景気回復の足

取りは依然として重く、景気はいまだ横ばい

傾向から脱し切れていないように感じられ

る」と述べられました。まさにそのとおりで

はないかというふうに思うのであります。 

 私どもが実施をいたしましたアンケートに、

「生活が苦しくなった」58.9％、「大変苦し

くなった」15.5％、合わせて74.4％の方々が

こう答えているのであります。 

 「何を節約していますか」との問いに、「被

服費」66.1％、「食費」60.1％、中には「医

者の回数を減らしている」という方が32.1％

もありました。「負担の重いものは何ですか」

の問いに、「国民健康保険税」がトップで、

次いで「介護保険」と続いているのでありま

す。住民の皆さんは医者にかかる回数を減ら

してまで、今でも高い国民健康保険税や介護

保険料を納めているのであります。 

 ところが、19年度予算では国保も介護も２

年連続で大幅値上げであります。これ以上負

担増に耐えることができるとでも思っている

のでしょうか。 

 ご存じのように、以前一般会計から１億円

を繰り入れ値上げを抑えたということもあり

ました。２年目も１億円を繰り入れる予算を

組みましたが、国保会計でやりくりできると

いって一般会計へ戻したという経過がありま

す。町長選挙の中で、町民の健康、融和の場、

蓮湖渚公園、第三次総合公園の整備とうたっ

た公約は、多くの町民から否定されたと思っ

ております。町長自身もそう思っていたので

はないでしょうか。 

 そこで町長にお伺いをいたします。 

 １つは、蓮湖渚公園や総合公園整備は、当

面急いでやらなくてはならない事業では決し

てないというふうに思いますが、凍結する考

えがあるかどうか、お伺いをいたします。 

 ２つ目に、県道の事業はもとの負担率に戻

すよう求めるべきだというふうに思いますが、

その考えがあるかどうか、伺っておきます。 

 ３つ目に、高校横の道路、準幹10号線は、

大京が事業をするためには必要不可欠の道路

であり、海浜線を整備したとき、大京に３億

2,000万円ぐらいの負担をしていただいたと

思いますが、今回は大京の費用で整備される

べきだというふうに思いますが、その考えが

あるかどうか、伺っておきます。 
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 ４つ目に、財政的に余裕のあるときも余裕

のないときも同じ考えではなく、現在塩漬け

になっている土地を精査し、売却できるもの

は売却して、財源補てんなどとし、不要不急

の事業を見直して、一般会計から繰り入れれ

ば今でも高いと言われている国保税、介護保

険料を引き上げなくても十分運営をしていけ

るというふうに思いますが、その考えがある

かどうか、伺っておくわけであります。 

 そうでもしてやりくりしなければ本当に内

灘町に住んでおれなくなる事態になると思う

のであります。町長の見解を伺っておきます。 

 次に、図書館の開館時間について、教育長

にお尋ねをいたします 

 図書館の管理運営規則によりますと、第３

条２項で休館日を毎週月曜日、国民の祝日に

関する法律に規定する日、年末年始の12月28

日から１月４日までと資料整理の日、こうな

っております。３項で図書館の開館時間は午

前10時から午後６時までとするとなっており、

今多くの方々から、変則勤務のため祝祭日の

開館や月二、三回でも夜９時ごろまであけて

ほしいという要望を聞きますが、その考えが

あるかどうか、伺っておきます。 

 次に、内灘海岸の美化問題についてお伺い

をいたします。 

 19年度予算に海岸美化清掃費として400万

円計上されておりますが、海岸とは内灘のど

こからどこまでの海岸線を指しているのか。

内灘の一部の海岸だけをきれいにしようとし

ているのか。きれいにするとするならば、全

体をきれいにするべきではないでしょうか。 

 特に西荒屋の海岸は浸食が激しく、県が少

し堤防を出してくれたために少しではありま

すが、砂が戻ってきたような気がいたします。

引き続き工事を延長してもらえば、確実に砂

浜が広がると思われます。しかし、県へ陳情

するには、もっとやはりきれいにしておくこ

とが大事ではないかというふうに思うのであ

ります。電化製品や古タイヤが捨て放題、使

われていない船小屋や廃屋等をそのままにし

ておいては、県だって首を縦には振らないで

しょう。以前にも何回となく指摘されている

と思いますが、その後どうしようとしている

のかを伺っておきたいのであります。 

 あわせて、海岸までの道路が大きな穴があ

いており、通行不能に近い状態であります。

早急に砂利などを入れて補修すべきではない

かというふうに思いますが、その考えがある

かどうか、伺っておきます 

 次に、介護度１や２の方にもベッドの貸し

出しについてお伺いをいたします。 

 厚生労働省は、介護度１や２の方であって

も、その方が必要だと医師が認めれば貸与す

るようにと通達を出したと伺っております。 

 介護保険料を県内トップクラスに負担をし

ていて、他の自治体が実施しているものを実

施しないとなると、まさに踏んだりけったり

であります。現在、介護度１、２、３の方で

ベッドが必要な方で貸しベッドが適用外にな

っている方は何人いるのか、お答えをいただ

きたいというふうに思うのであります。 

 そして、今後、通達どおり運用する気があ

るのかないのかもあわせて伺っておきます。 

 次に、審査会の運用についてお伺いをいた

します。 

 今議会に水道事業の料金、加入者負担金及

び下水道料金の使用料、受益者負担金に関す

る必要事項を審議するため、内灘町上下水道

料金等審議会を設置をするための条例の制定

が提案をされております。これは、料金引き

上げの隠れみのにするための審議会の設置と

言わざるを得ないのであります。過去、水道

料金にしろ、下水道料金にしろ、議会の常任

委員会や特別委員会で慎重に審議をして決め

てまいりました。その話し合いの中で、高料

金抑制対策費として5,000万円の繰り入れを

行い、昨年まで4,000万円を繰り入れてまいり

ました。19年度予算でその4,000万円をばっさ

り削ったのであります。少なくとも審議会を
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立ち上げ審議してもらおうというのなら、現

状のままにしておいて繰り入れの是非も含め

て検討してもらうのが筋ではないでしょうか。 

 一方、審議会があっても審議会にもかけず

提案してきたのが、今回の町長、助役、教育

長の給与であります。町長で月額81万3,000

円を8,200円引き下げ80万4,800円に、助役66

万2,000円を6,700円引き下げ65万5,300円に、

教育長60万7,000円を6,100円引き下げ60万

900円にそれぞれ率にして１％とちょっとで

あります。国保税は２年連続で30％も引き上

げておきながら、自分達の給与はわずか１％

引き下げで、それもれっきとした特別職の給

与、報酬を決める特別職報酬等審議会が設置

されているにもかかわらず、審議会に諮問も

せずにお手盛りで決めておきながら、上下水

道料金を引き上げるための審査会を立ち上げ

るということは、まさに本末転倒と言わざる

を得ないのであります。議会での審議を最優

先にすべきだというふうに考えますが、その

考えがあるかどうか、伺っておきます。 

 最後に、町長の公約についてお伺いをいた

します。 

 みずからの退職金を大幅に削減しますとい

う町長の選挙公約について、２年前のこの３

月議会で、町長の退職金は町独自の条例では

なく、県の退職手当組合に加入し、決められ

た額を毎年負担として納入しなければならず、

負担金が変わらず受取額を大幅に削減して、

町に何のメリッがあるのかと。 

 また、削減額を町へ返すとなると禁止され

ております奉職者の寄附行為になると考える

がとの私の質問に対して町長は「規約の中で

は難しいが、プロセスについてどのような方

法があるか調査、指示をしている」という答

弁でありました。あれから２年たちました。

組合の規定では、削減できないことははっき

りしているのではないでしょうか。それでも

町長は、退職金の大幅削減を今でも行いたい

というふうに思っていらっしゃるのかどうか、

伺いたいのであります。 

 もしそうだとすると、一つの考え方として、

こんなやり方はいかがでしょうか。仮に４年

間で2,000万円の退職金が出たとしますと、給

料は条例で減額できますから、2,000万割る４

年。１年500万割る12カ月、つまり41万6,000

円。現行の月額81万3,000円から41万6,000円

差し引いた月額39万7,000円に条例を改正す

れば可能だというふうに思いますが、一つの

案として考えてみました。検討してみる気が

あるかどうか、伺いたいのであります。 

 助役にも伺っておきます。町長の退職金大

幅削減を真摯、みずからの退職金を削減する

気があるのかどうか、伺っておきたいのであ

ります。 

 町長、町民は今ぎりぎりの生活を強いられ

ているということをぜひ頭に置いて行政に当

たってほしいということを強調いたしまして、

私の質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 堂下議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私の方からは、まず07年度予算についての

お尋ねの中から、国保会計についてのお話が

ありました。 

 国保会計を助けるために一般会計から繰り

出してやるべきではないかというご質問でご

ざいました。そのための財源を不要不急の工

事をやめることによって捻出してはどうかと、

こんな趣旨のご質問だったと思います。 

 かつての一般会計からの国保会計の繰出金

につきましては、平成９年度１億円、10年度

に１億円ということで、過去の実績があるわ

けでございます。こうした支援を行った当時

の一般会計の財政状況は基金残高が約46億円、

こんなふうにして非常に潤沢な基金残高がご

ざいました。しかしながら、今、平成19年度

予算の編成を終えた段階では、基金残高が６
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億円強という、その当時に比べて40億円近く

少ない状況でありますから、その中から支援

をするということは大変難しいということで

ありますので、ご理解をいただきたいと思う

わけでございます。 

 なお、公共工事の財源もあわせての件につ

きましては、今般予算に計上した準幹10号線

などの工事はいずれも必要と思って計上させ

ていただいたものでありますので、ご理解を

いただきたいと思うわけでございます。 

 次に、私の公約についてお話ありました。 

 堂下議員ご指摘のとおり、退職金の削減に

つきましては、２年前の中でご答弁させてい

ただきました。現行の制度では難しいという

お話でありました。しかしながら、行財政改

革を進めていく過程におきまして、町民の皆

様にご理解とご協力をいただく状況もこれか

らも想像されるわけでありますから、町長と

して町民の皆さんと痛みを分かち合い、みず

からできることを迷いなく実行するという気

持ちについては変わっていないと、こう思っ

ているわけであります。 

 退職者組合に対しても、平成17年度につい

ても、平成18年度についても状況についてご

説明しながらご理解をいただいたわけであり

ますが、現行の制度では難しいというお話で

ありましたので、つけ加えてご報告させてい

ただきたいと思います。 

 私の方からは以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 助役、浅田裕さん。 

   〔助役 浅田裕君 登壇〕 

○助役【浅田裕君】 堂下議員の町長の退職

の部分にあわせて助役の考えはどうかという

点についてお答えいたします。 

 石川県市町村退職手当組合の規定に基づき

まして受給を考えております。私は公約とい

うものをしておりませんので、今考えられる

のは石川県の退職手当組合の規定に従って受

けるという考えでございます。 

○議長【八田外茂男君】 浜田寛教育長。 

   〔教育長 浜田寛君 登壇〕 

○教育長【浜田寛君】 図書館の開館時間に

つきましてお答えをいたします。 

 ご提案ありました図書館の開館時間を延長

したらどうかということでございますが、先

日も図書館協議会というのがございまして、

ここでも議論を現在いただいております。そ

の方向性も議員ご提案のような方向でござい

まして、私どもといたしましては、平成19年

度には夏の利用者が一番多いということで８

月に現在の６時を７時まで１時間延長いたし

まして運用をやっていきたいというふうに考

えております。 

 また、現在の祝日なんですが、これもご質

問でもありましたように、国民の祝日は休館

となっております。これもそういう要望もか

ねてございましたので、こちらの方も、ただ

し月曜日は原則休館としておりますので、月

曜日とならない休日につきましては、これも

19年度から開館していこうということで準備

を進めておりますので、ぜひご理解いただき

たいなというふうに思います。 

○議長【八田外茂男君】 夷藤芳夫町民福祉

部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤芳夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤芳夫君】 堂下議員ご

質問の介護１、２の方にもベッドの貸し出し

をというご質問でございます。 

 まず、この介護保険法の改正によりまして、

平成18年の10月より要支援及び要介護１の軽

度者には原則的に特殊寝台の貸与はできなく

なっております。ただし、日常的起き上がり

が困難な方、あるいは日常的寝返りが困難な

方、この方につきましてはその限りではない

という形で進んでおります。 

 なお、国の平成19年の、ことしの４月から

なんですけれども、福祉用具の貸与サービス

の給付の判断運用の一部の改正がございます。

その中で緩和の見直しを行うということを今

国の方から伺っております。 
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 この緩和については、日常的に起き上がり、

あるいは日常的に寝返りが困難な方、これに

加えまして、医師の意見に基づきまして判断

され、それがサービス担当者会議を経て適切

なケアマネジメントであれば特殊寝台、また

福祉用具、これらを貸与の対象にすると、こ

ういう緩和の見直しが行われます。この運用

につきましては、４月からこの運用どおりに

実施していきたいと、このように思っており

ます。 

 ご質問の中に貸しベッド数が今何台出てお

るんかというご質問もあったようなんですけ

れども、細かい台数まではまだこちらの方に

把握しておりませんので、わかり次第またご

回答したいと、このように思います。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 中本英夫都市整備

部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 堂下議員の

中から何点か私の方で答弁させていただきた

いと思います。 

 まず、蓮湖渚公園の整備事業でございます

けれども、これにつきましては平成10年度か

ら調査測量設計を行っておりまして、平成12

年に都市計画事業としての事業認可を得て事

業に着手してございます。同時に、12年から

用地買収を進めておりまして、これにつきま

しては平成16年に既に用地買収が完了しまし

て、あとは工事のみを残すということで、昨

年の９月議会におきまして工事費全額を計上

させていただいております。 

 これにつきましては、先ほど町長申しまし

たように、事業は引き続き完成までやってい

きたいというふうに考えてございます。 

 それから、総合公園の整備事業でございま

すけれども、現在、第３次拡張を行っており

まして、平成17年度においては時代に即した

公園整備を行うというふうなことから、総合

公園の基本計画を策定しまして、18年度から

国庫補助事業として事業を再開してございま

す。 

 これによりまして、現在進めております宮

坂南線の道路整備事業から発生します大量の

砂を受け入れるというふうなことと、公園造

成事業が同時に行えることからコストがかな

り削減されるというふうなことで、宮坂南線

の道路整備事業が促進されるということで、

平成19年度においては3,000万円を計上をお

願いしております。 

 それから、次、向粟崎放水路線整備事業に

つきましては、この道路事業につきましては

石川県が事業主体として平成12年度から着手

をしておりまして、蓮湖渚公園の進入路まで

の区域を平成19年度末に完成する予定となっ

てございます。県の施行による道路事業に伴

う地元の負担率につきましては、事業の種別

とか充当する財源によって定められておりま

して、先ほどご指摘にありましたように、平

成11年度に地元負担率の改正が行われてござ

います。現在行っています向粟崎放水路線の

整備事業につきましては、地方特定道路整備

事業、これは交付税措置がされる起債事業で

ありまして、地元の負担率は25％ということ

で、平成19年度予算では1,500万円をお願いし

ているところでございます。 

 現在、町は厳しい財政状況でありますが、

町のまちづくりの根幹施設であります道路、

公園等の必要で重要な事業につきましては今

後とも進めてまいりたいというふうに考えて

ございます。 

 それから、準幹10号線の関係なんですけれ

ども、現在、内灘高校前の道路から海浜地に

向けての区域を第１期工事として現在事業に

取りかかっているところでございます。用地

買収を進めておりますが、この道路自体は大

京開発区域の企業立地への支援道路、また町

のイベント及び海水浴シーズンにおける千鳥

台地内の交通混雑の解消、それから千鳥台地

区の利便性の向上、また周辺の土地利用の促
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進を図るというふうなことで、必要で重要な

道路と考えてございます。 

 現在のところ、質問にありましたように、

この道路自体を大京の費用で事業をすべきと

いうふうな話なんですけれども、現在のとこ

ろ、大京からそれらを求めて行うというふう

な考え方はございませんが、今後、大京開発

地に企業が進出することにより、税収及び地

元住民の雇用の拡大、にぎわいの創出等々、

経済的な波及効果も大きく、町の振興、活性

化にもつながるというふうなことで期待をし

ているところでございます。 

 最後ですけれども、内灘海岸の美化問題に

ついてでございます。 

 内灘海岸の海浜地につきましては、粗大ご

みの不法投棄及び壊れた建物等についてこれ

まで地元の方々からご指摘もあり、海岸管理

者であります石川県と協議しながら対応して

きているところでございます。粗大ごみ等の

不法投棄につきましては、町のＧメン等によ

るパトロールを行い監視強化に取り組んでお

りますが、不法投棄は後を絶たないのが現状

でございます。 

 特に北部地区の海浜地に不法投棄が目立つ

ことから、石川県に対応をお願いしていたと

ころ、今年度、北部地区全域の不法投棄と思

われます粗大ごみ等の処理をしていただきま

して、ごみの不法投棄を禁止する啓発看板の

設置もしていただいております。 

 議員ご指摘のとおり、北部地区に大小壊れ

た建物が点在してございますけれども、周辺

の美しい景観等を阻害する状況になってござ

います。 

 これらについては、石川県に撤去について

早急な対応をお願いしていきたいというふう

に、これまでもしてございますけれども、今

後とも強力に要請をしていきたいというふう

に思ってございます。 

 先ほど議員のご指摘のとおり、海岸浸食防

止対策の一環として設置しました西荒屋地区

の突堤なんですけれども、これによりことし

は海岸に砂も少し付着しまして、砂浜が回復

する兆しが見えてございます。今後、内灘海

岸を取り戻して維持管理していくためにも、

今後とも海岸管理者であります石川県と十分

連絡協議しながら取り組んでいきたいという

ふうに考えてございます。 

 それで、海岸清掃に係る費用についての指

摘の中でどの場所を示しているのかと。清掃

の場所なんですけれども、現在、私どもで指

定区域を考えているのは、国有海浜地の全域

というふうなことで考えてございまして、こ

の国有海浜地は向粟崎から室地内全域、それ

で指定当時は波打ち際、汀線から50メーター

というふうな指定をしてございますけれども、

現在、当時からかなり地形も変わってござい

まして、図上でその区域を示してございます。

その区域を海岸美化清掃の区域というふうに

考えてございます。 

 それから、海岸に至る道路の穴ぼこという

ふうなご指摘もございましたけれども、これ

につきましては現場を確認しまして、町道で

あれば町の方で対応したいというふうに考え

てございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 米永竹男企業局長。 

   〔企業局長 米永竹男君 登壇〕 

○企業局長【米永竹男君】 堂下議員の審議

会の運用についてお答えいたします。 

 上下水道事業は、地方公営企業として運営

されるため、経営に要する費用は水道料金、

下水道使用料として徴収することになってい

ます。料金等は、能率的な経営下における適

正な原価に照らし、公正妥当なものであるこ

とが基本であります。したがって、上下水道

事業において料金等の設定は、事業運営の根

幹をなすものと言えます。 

 水道事業におきましては、給水原価が供給

単価より１トン当たり約20円高い逆ざやとな
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っており、これまで高料金抑制対策として一

般会計から多額の補助金により収支のバラン

スをとってきました。 

 また、下水道事業におきましては、毎年６

億円を超える一般会計からの繰入金に依存し

ており、平成18年度末の地方債の現在高は約

95億8,500万にもなります。厳しい財政事情の

今日では、これまでどおりでは許されなくな

りました。 

 公営企業は、受益者負担が原則であります。

住民との協働作業による適正な料金設定、こ

れが審議会の役割であると思います。何とぞ

審議会設置のご理解を賜りますようよろしく

お願いします。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 堂下さん、答弁が

終わりました。 

 堂下清孝さん。 

○16番【堂下清孝君】 （議席より）金がな

い、金がない、財政的に厳しい、財政的に厳

しいと言うから、こんな話をしているので、

南線で砂が出る。あ、ごめんなさい。まず、

総合公園。南線で砂が出るから、それを活用

して整備をした。別に、砂取って、今あいて

る地面の中に積んでおきゃどうなの。一銭も

金要らんがな。 

 蓮湖渚公園だって同じです。事業再開をし

た。 

 滋賀県の知事選挙の中で女性の候補者が、

「新幹線がもうほぼ完成です。もったいない」

一言で当選したんです。一方では、土地買収

はしてあるけど、そのままどうするかと。つ

くった方がなお維持管理費がかかりますよ。

だからもったいないでやめたんです。今急い

で蓮湖渚公園や総合公園の第三次拡張をしな

けりゃ内灘町やっていけないのかという。や

っているでしょうが。別にあそこに総合公園

がなくたって、今あるんだから。 

 それ、まださっきも言ったように１筆未買

収の土地残っているんですよ。完成できない

んですよ。 

 それでもう一回、準幹10号線、それは将来

的あればいいでしょうね。ないよりもあった

方がいいんかもわかりません。10号線。高校

の横。しかし、なくたって今のところ生活で

きるわけでしょうが。そうすると、大京がそ

こへ来るために必要だということになるんな

ら、海浜線をつくったときと同じように大京

に応分の負担を求めるのは筋じゃないですか

ということを言うとるんや。 

 それ、雇用がふえる。固定資産税が入って

くる。だから、道路つけてあげる。そんなら、

あんた、白帆台も道路つけてあげなさいな。

組合の中で道路つくっているでしょうが。 

 一方で金がない、金がないって、金がない

って住民には今企業局長、どうやって、受益

者負担が原則。原則でありながら、なお5,000

万や4,000万何でつぎ込んできたの、じゃ。少

しでも高い料金、県内２番目に高かった料金

を抑えるためにそういう措置をとってきたん

じゃないの。どこから振っても金がない、出

ないと言うんならそんなこと言わん。町長の

所信表明の中でも塩漬けの土地を早く売却し

たいと。この売却の作業を急ぎゃいいんじゃ

ないの、今使ってない土地。そして、少しで

も住民の負担を軽減していくという姿勢がど

うも見えないんですよ。だから、言ってるん

ですわ。 

 それで、口を開けば財政は厳しい、財政は

厳しい。だから、応分の負担を。こんなんだ

れでもできるわ、こうなったら。というふう

に私は思います。 

 もう一つ、町民部長さん。この４月からそ

ういうふうになるというふうに言いましたけ

れども、貸しベッドのやつ。周知徹底はどん

なふうにされるのか。もう３月の半ばでしょ

う。もう既に注文したり買ったりというよう

なことに、その人たちは二重手間になりゃせ

んかという心配があるんでどういうふうに、

対象者というのはわかっているんだろうと思
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うので、周知徹底の仕方を急いでしてもらい

たいというふうに思います。 

 ちょっとその辺もう一回、町長、何かちょ

っと、何でそんなこと言っとれん。町長選挙

のときに蓮湖渚公園や第三次拡張整備という

のはあったんですわ。あったんです。町はお

かしいんじゃないかいと言ってなったがやち

ゃ。だとすると、もう少しちょっと置いてお

くべきじゃないかと。言った手前。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 堂下議員の再質問

にお答えしたいと思うんですが。 

 今ほどご指摘がありました不要不急の中の

蓮湖渚公園は、町長選挙のときにというお話

がありましたから、そんなふうに答弁をさせ

ていただきたいんですが。 

 私も含めて、蓮湖渚公園、これからどうす

るという話もありました。今やめたらどれだ

けの形で財政が負担がふえるのか、軽くなる

のか、そんな話もさせていただきました。現

実には、この事業を凍結することによって、

県からの地域総合整備事業債が３億6,000万

円当時借りているわけでありますが、やめる

ことによってそれを即償還せないかんという、

こういうことが出てまいったものですから。

しかも跡地をそのままというわけにいきませ

んから、それをまた整備をせないかんという

ことになりますと財政負担が非常に大きいと

いう逆に、そんなこともあって私どもは最低

限の蓮湖渚公園を整備をして皆さんに使って

いただこうと。そのためには、これだけの出

費はやむなしと、こんなふうに判断したわけ

でありまして、それが私は全くむだだとは考

えていないわけでありますので、どうしたら

財源を少なく負担をすることができるのかと

いう考えた末に行った事業であるということ

についてご理解いただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長【八田外茂男君】 まだほかに。済み

ません、ほかの答弁はいいんですか。 

○16番【堂下清孝君】 （議席より）いや、

今の話を先に片づけて。 

○議長【八田外茂男君】 先に答弁をしてい

ただきたいと思うので。 

 夷藤芳夫町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 夷藤芳夫君 登壇〕 

○町民福祉部長【夷藤芳夫君】 今、堂下議

員の貸しベッド、特殊寝台関係の件なんです

けれども、周知徹底の方法はどういう方法を

とるんだと、こういうようなことでございま

す。ただ、県の方あるいは国の方から県、県

の方から町というふうに、その文書の内容が

来ると思うんですけれども、その文書につい

てはまだ来ておりません。ただ、来たらすぐ

実施する考えではいるんですけれども、その

最初のやり方ということにつきましては、お

のおのの事業所の方にすぐそれに該当してい

る方ということにつきましては、通達をこち

らの方から出してやっていきます。それから、

広報でまたすぐ周知をさせると、こういうよ

うな方法でやっていきたいと思っております。 

○議長【八田外茂男君】 ないんですか、ほ

かに答弁は。 

 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 私の方から、

総合公園の関連と、それから準幹10号線につ

いてお答えしたいと思います。 

 先ほど答弁でも申しましたように、総合公

園につきましては宮坂南線の道路事業を促進

するために発生する砂を持っていって、両方

の事業を促進するというふうなことでコスト

を削減して行うというふうなご答弁をしまし

た。 

 総合公園の施設につきましては、蓮湖渚公

園と同様に必要最小限の施設整備を行って公

園の充実を図りたいというふうに考えてござ

いまして、現在、国の補助事業でやっており

ます。 
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 準幹10号線につきましては、ご指摘は内灘

海浜線の建設と同様に負担金を取ってはどう

かというふうなご指摘でございますけれども、

この準幹10号線につきましては、大京だけの

道路というふうなことでございませんので、

先ほど申し上げましたように、町、それから

地域に必要で重要な道路というふうなことで、

今現在事業を進めておりますので、現在のと

ころ、大京から負担金を徴収するというふう

な考え方はございませんので、よろしくお願

いしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 水道企業、答弁あ

りませんか。 

 質問の中に審議会のあり方というものを聞

かれたような気持ちがあるんですけれども、

それに対しての答弁はないということで。 

 米永竹男企業局長。 

   〔企業局長 米永竹男君 登壇〕 

○企業局長【米永竹男君】 堂下議員の審議

会のあり方につきましては、当然、公共料金

等の町長からの諮問に応じて答申をいただく

んですけど、料金等の設定等について一応委

員９名。それの内訳としましては、学識経験

者３名、そして上下水道の使用者、利用者４

名、そして公募による町民２名、９名で構成

を予定しております。 

 その内容等につきましては、条例として上

げましたとおり、公共料金とそれから負担金、

加入金等、そして水道及び下水道会計の今後

のあり方なり、また企業会計の諸問題につい

ていろんな角度から諮問に応じて検討してい

ただくというのが審議会の内容であります。

ご理解のほどよろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 堂下清孝さん。 

○16番【堂下清孝君】 （議席より）都市整

備部長にお伺いをいたしますが、蓮湖渚公園

の整備後の維持管理費、年間幾らぐらいかか

るという試算をしているのかというのが一点

です。 

○議長【八田外茂男君】 中本都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 今ほどの質

問ですけれども、蓮湖渚公園が完成した後の

維持管理費というふうな質問なんですけれど

も、詳しい資料、私、ここに持ち合わせてご

ざいませんので、後ほどまたお話をしたいと

いうふうに思います。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 堂下清孝さん。 

○16番【堂下清孝君】 （議席より）大事な

質問なんで、答えは持ち合わせてないといっ

て、はいそうですかと。後ほどはいそうです

かというわけにはいかんというふうに思うん

です。議長もそう思っておるんではないかな

というふうに思っておりますが。一番大事な

点だもの。 

○議長【八田外茂男君】 早急に調べること

はできませんか。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【八田外茂男君】 この際、暫時休憩

いたします。 

 早急に調べてください。 

           午後２時05分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後２時26分再開 

    ○再   開 

○議長【八田外茂男君】 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 中本英夫都市整備部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 堂下議員の

蓮湖渚公園完成後の維持管理費についてでご

ざいます。現在、まだ設計方針が出ていない

施設整備もございまして、管理には芝の維持

管理、それから便所、せせらぎ、駐車場等の

草刈り等が想定されます。現在、芝の管理で
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年間約400万ぐらいを見込んでございますけ

れども、これ自体も概算ということで考えて

ございます。 

 あとのものにつきましては、先ほど言いま

したように施設もまだどういうふうにするの

かというのが決定していない部分もあります

ので、今の段階でお示しするのはちょっと難

しい面もございます。 

 今後、維持管理につきましては、利用者の

皆さん等の方々も対象にアダプト制度、里親

制度も取り入れながら今後維持管理に努めて

いきたいといふうに考えてございますので、

ご理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長【八田外茂男君】 答弁漏れはござい

ませんか。 

 13番、中居治さん。 

   〔13番 中居治君 登壇〕 

○13番【中居治君】 平成19年第１回定例議

会において質問をいたしますので、町長のご

答弁をよろしくお願いをいたします。 

 午前中からの質問の中で、私の質問と重複

するところがございますかもしれませんけれ

ども、通告のとおり質問をいたしたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 今議会に企業立地条例の制定を提出された

ことに関しましては、町民も深く関心を持っ

ているところであると思っております。 

 しかし、平成18年第２回定例議会において

２名の議員が一般質問でいろいろな角度から

企業誘致がどのように進んできたのかという

質問がありましたが、この質問に関しまして

も我が内灘町の将来を心配されての質問であ

ったと思っております。 

 町長の答弁は議会会議録のとおりであると

思いますが、我が内灘町のように行政面が狭

く、また大変財政の厳しいときに企業用地の

確保については言うまでもなく簡単ではあり

ませんが、これを実現するということは大変

に難しい問題であることと十分に承知してい

るところであります。 

 しかし、今、我が内灘町にとって工業用地

をつくり上げることを真剣に取り組まなけれ

ばならないときであると強く思います。 

 昨年、第２回定例議会の際にも、この企業

用地確保に関しまして町長の答弁は、企業進

出の引き合いがあった場合に直ちに相談に乗

るとありましたが、それでは現実に向かって

の企業誘致合戦におくれてしまうのではない

かと思います。 

 平成２年度に西荒屋地区に北部工業用地と

して石川県へ登録してありました工業用地が

今日までに17年間も経過し、いざ問題を振り

返ったときには登録が抹消されておりました。

その間に圃場整備が完成しておりましたが、

このようなことから全く実現性のない計画で

あったと思っている一人、私もそのとおり思

っております。 

 近隣の町や市では思い切った先行投資をし

てあった結果、現在の景気回復の波に乗り誘

致に成功したと聞き及んでおりますが、この

ような先行投資について町長はどのように考

えておられるか、お尋ねをいたします。 

 また、私はよい意味での平成の銭屋五兵衛

と言われているコマツが、石川県を世界に冠

たるものづくりの拠点へと発展させる絶好の

機会だとして指摘されました谷本知事の言葉

を信じ、我が内灘町にもコマツ関連企業など

に何社でも誘致できる体制を一日でも早くつ

くることが大事であると思います。 

 また、工業用地につきましては、一般質問

で町長が答弁されているとおり、北部地区、

南部地区を問わずに適地があれば調査をする

考えがあるということでありましたが、そこ

で私は候補地の一つとして白帆台より西荒屋

方向へ向かった通称第二農免道路沿いのビニ

ール水田と町の100メーター防風林の半分く

らいを利用したらどうかと思いますが、町長

の考えをお願いをいたします。 

 次に、宮坂公民館についてお伺いいたしま
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す。 

 町長初め、議員の皆様方には大変なご配慮

を賜り、立派な公民館が完成いたしました。

地元議員といたしましても大変感謝をしてい

るところであります。 

 ところで、新しい公民館に移った後に古い

公民館を町として今後どのような計画を考え

ているのか、お聞きいたします。 

 また、宮坂保育所につきましても、町の統

合計画の一環として白帆台保育園に４月より

園児が通園することで現在の宮坂保育所が閉

鎖されるわけでありますが、それにつきまし

ても今後どのように管理運営が計画されてい

くのか、町長のご見解をお尋ねをいたします。 

 この２つの問題に対し、地元の意見を交え

ながら計画を立てていただきたいと思います。 

 これで私の質問を終わります。 

 続きまして、私的なことでまことに申しわ

けございませんが、一言ごあいさつをさせて

いただきます。 

 昭和58年４月に内灘町町議会議員に当選い

たしましてから24年余りの長きにわたりまし

て町民の皆様方の温かいご支援を賜り、そし

て先輩方、並びに同僚議員の皆様方、町長初

め町執行部の皆様方の大変温かいご指導のも

とに議員生活をさせていただきました。 

 顧みますと、今たくさんの思い出が走馬灯

のように頭の中を駆けめぐっているわけでご

ざいます。 

 昭和58年当時の日本経済は安定成長期であ

り、内灘町でも今ある町の基礎となる都市計

画整備など積極的に進めていた時代でありま

した。私なりに町勢の発展と住民福祉の向上

を念頭に微力ながら一生懸命頑張ったつもり

でもあります。しかし、その間、バブル経済

に支えられましたが、バブル崩壊とともに急

激に経済が後退していきました。 

 そのようなときに、平成７年５月に議長に

就任させていただき、北部、南部の均衡ある

発展には欠かせない内灘大橋サンセットブリ

ッジの建設、北部地区土地区画整理事業や圃

場整備の着手、また住民サービスの拠点とな

る新庁舎の建設などに議長として携われたこ

とは、私の大きな感動と名誉でもあったと思

っております。おかげさまで、一歩一歩を成

長することができたと思っております。 

 と同時に、町執行部の皆様にいろいろとご

支援、ご指導をいただきまして、本当にあり

がとうございました。 

 最後になりますが、何とぞ今後とも皆様の

変わらぬおつき合いとご鞭撻を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

 現在は大変厳しい財政事情でありますが、

議会の皆様方と町長、執行部がわだかまりな

く、限りない内灘町政が発展、活躍されます

ことを心からお祈りを申し上げまして、私の

言葉といたします。どうもありがとうござい

ました。（拍手） 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中居議員の一般質

問にお答えいたします。 

 私からは、工業用地についてという質問に

お答えしたいと思います。 

 ご案内かと思うんですが、企業誘致は製造

業に限らず、商業施設やＩＴ関連施設、宿泊

健康施設など幅広い産業が考えられるわけで

ありまして、行政として立地しやすい環境づ

くりが欠かせないものと、こう思っているわ

けでございます。 

 環境整備にはソフト、ハードの両面が考え

られますし、ソフト面として誘致関連条例等

の整備であり、今定例会に提案しております

内灘町企業立地の促進及び雇用の拡大に関す

る条例がそれに当たるわけでございます。 

 一方、ハード面につきましては、用地、イ

ンフラなどの整備であります。用地につきま

しては、これまでもさまざまな議論がされて

きたわけでございます。現在のところ、具体

的にはここだとして位置づけしたところはな
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いわけでございます。しかしながら、議員ご

指摘のとおり、企業誘致には用地の確保が不

可欠であり、平成元年度に実施しました工業

適地調査の内容を再検討させてもらうという

ことと同時に、今ほど中居議員から提案があ

りました第二農免道路沿いのビニール水田や

防風林も含めて、さらに新たな適地がないか

どうか、検討してまいりたいと思っているわ

けでございます。 

 また、先行投資による用地、インフラ等の

整備につきましては、お話にありましたよう

に、大手建設メーカーコマツの金沢大浜地区

への進出によりまして、関連企業の誘致が取

りざたされているわけであります。時代の趨

勢を的確にとらえまして実行することは非常

に重要なことと考えておるわけであります。 

 現在の財政状況下では難しい問題ととらえ

ているわけでありますが、とにかく可能な限

り頑張っていきたいと、こう思っているわけ

でありますので、よろしくお願いしたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長【八田外茂男君】 浅田裕助役。 

   〔助役 浅田裕君 登壇〕 

○助役【浅田裕君】 中居議員の宮坂公民館、

宮坂保育所の跡地利用についてお答えいたし

ます。 

 現在の宮坂公民館については、新しい宮坂

公民館に移転後は、土地、建物ともに普通財

産といたしますが、建築後43年を経ており、

取り壊しも含め今後検討していきたいと考え

ております。 

 次に、宮坂保育所の跡地利用につきまして

は、大根布小学校校下を対象に行っています

内灘学童保育クラブの入所児童が増加し、施

設が狭くなってきております。その解消策と

して入所対象地域のうち、宮坂地区と白帆台

地区の児童を対象とした学童保育クラブを地

元から要望もあります現在の宮坂保育所にお

いて施設を一部改修して実施したいと考えて

おります。 

 施設整備につきましては、昨年の11月に平

成19年度放課後児童クラブ施設整備補助金の

国庫補助協議書を国に提出いたしております。

国からの内示があれば６月議会に予算を計上

し、早ければ夏休み明けの９月からの開所を

目指していきたいと考えておりますので、よ

ろしくお願いします。 

○議長【八田外茂男君】 中居治さん、答弁

が終わりました。よろしいですか。 

 ２番、小谷一也さん。 

   〔２番 小谷一也君 登壇〕 

○２番（小谷一也君） ２番、小谷一也です。 

 執行部の皆様、そして傍聴の皆様、私から

の４年間という短い間でございましたが、最

後の一般質問になりますので、よろしくお願

いいたします。 

 １、ゆとり教育の見直しについて。 

 ゆとり教育が実施される前からゆとり教育

による学力の低下が懸念されていたが、実際

にゆとり教育が始まってからの定期的に行わ

れている国際学力テストでも平均点が下がっ

ているのが現状である。 

 また、ゆとり教育によって学校で勉強する

時間が減った分、親が塾に通わせるようにな

り、教育機会格差が明確に開き、実際に中学

校のテスト結果をグラフにしたものを見ます

と、本来、点数の分布を棒グラフにすると山

型のグラフになるものであるが、すり鉢状に

近い形になっているのが現状であります。 

 学力が低下したから見直すというのはおか

しな話であり、なぜゆとり教育を始めたのか

という原点に戻ってみると、詰め込み型の教

育を軽減し、地域社会や家族とのつながりを

重視して、人として生きる知恵や充足感を高

められる、人を育てる教育でなかったでしょ

うか。 

 ゆとり教育の見直しとして、総合的学習の

時間を減らすや学習時間をふやし、夏休みの

日数を減らす。土曜日の授業をするとか、教
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科書を厚くするとか、そういったものではな

いのではないでしょうか。確かに総合学習の

時間の使われ方に意味をなさないと思われる

ものもあるでしょうが、そこはそこで成功し

た事例や失敗した事例の情報を各学校で共有

していけばよいのではないでしょうか。 

 職場体験など子供たちの将来の夢に向けて

きっと役に立つ学習もあるはずだと思います。

つまり、質の問題であるのではないと思いま

す。 

 最近の子供たちを取り巻く環境を見たとき、

今の子供たちにとって何が必要か考えますと、

やはり心の通った教育が必要なのではないで

しょうか。先生と生徒がしっかりと向き合え

る環境をつくってあげるべきではないでしょ

うか。そのためにも少人数学級という密接し

た教育が今一番よいのではないでしょうか。 

 先生が一人一人に目を向けられる環境、先

生が一人一人にじっくりと指導していける環

境、生徒一人一人の発表する機会や活躍でき

る環境、子供同士ゆっくり話し合える環境、

そういった環境をつくるのが大事なのではな

いかと思います。 

 学力を上げるにはどうしたらいいのかとい

うことを考えますと、全国統一試験という試

験を定期的に実施することにより、各学校や

教師別の教育のレベルが明らかになるのでは

ないかと思います。教育のレベルが明らかに

なることにより、その学校やクラスの連帯感

が強まり、先生と生徒、生徒同士の関係がよ

り強くなると思います。そのためにも、やは

り少人数学級という先生と生徒、生徒同士の

密接した教育が必要なのではないかと思いま

す。 

 10年後、20年後の将来を考え、今の子供た

ちが大人になったとき、前向きに生きられる

大人になるように育てるのが私たち大人の義

務ではないでしょうか。町長の考えをお願い

いたします。 

 ２つ目に入ります。集中改革プランについ

て。 

 平成19年度からは不退転の決意で集中改革

プランの実施に当たらねばならないものと判

断されているが、町民に負担を強いるという

ことでございますか。 

 以上２点でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 小谷議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、集中改革プランは町民の負担を

強いることかということについてお答えした

いと思います。 

 国の三位一体改革が進められる中で、地方

自治体では歳入が減少をし続け、それに反し

て歳出面では福祉、医療、介護などの行政需

要が増加の一途をたどっているということは、

先ほどから申し上げたわけでございます。 

 このような厳しい財政状況の中で、内灘町

として生き残りをかけ、当町の財政規模に合

ったまちづくりのための実施計画として集中

改革プランを定めたものでございます。 

 この集中改革プランに基づき、平成18年度

より行財政改革に当たってまいったわけでご

ざいます。しかしながら、平成19年度の当初

予算編成に際しても、歳入不足が解消できず

に基金の状況からも平成19年度中になお一層

の改革が必要となってくるのを避けて通れな

いものと考えているわけであります。そのた

めに、改革に当たってはやむを得ざる部分に

ついては、町民の皆様のご負担をお願いする

場合も必要となると考えているわけでありま

す。 

 具体的には、各種料金、利用料金の見直し

や、健康福祉施策の見直し等が考えられるわ

けであります。 

 なお、これらの見直しを行うに当たりまし

ては、単に減量経営的な打開策で町民の皆様

に負担を求めるのではなくて、近隣の市町村
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の状況を踏まえながら、議会の皆様に内容を

お示ししながら改革実施の作業を進めてまい

るつもりでございます。どうぞご理解をいた

だくようによろしくお願いしたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 浜田寛教育長。 

   〔教育長 浜田寛君 登壇〕 

○教育長【浜田寛君】 ゆとり教育の見直し

につきましてお答えをいたしたいと思います。 

 昨年の教育基本法の改正に引き続きまして、

今国会では教育委員会制度の見直しとか、あ

るいは教員の免許制度の改正とか、それと並

んで子供たちの学習内容を見直そう、いわゆ

るご質問のゆとり教育の見直しでございます

が、これが今国会では改正法案が出て、それ

が議論されるというふうに伺っております。 

 そのための法案づくりのために地方教育審

議会とか、いろんなところでの議論が進めら

れ、答申がなされておるという状況でござい

ますが。 

 ご質問の中にもありましたように、いわゆ

るゆとり教育の見直しというのは、国際比較

の中で日本の子供たちの学力が低下してきた

というところが大きな背景にあるわけでござ

いますけれども、それを受けて学習の内容を、

子供たちに教える内容を見直そう、あるいは

授業時間をふやそうという方向に、ご指摘の

とおりの方向になってきております。 

 これを今の現状を踏まえますと、私個人と

しましてはやむを得ないといいますか、必要

な部分でもあろうかなというふうに思ってお

ります。 

 むしろ、ご質問のありましたように、教育

というのは知識を詰め込むだけのものじゃご

ざいませんで、いわゆる知徳体、昔から言い

ますが、知徳体の３つがそろって身につくよ

うに、そういった教育内容であるべきだとい

うふうに思っております。 

 この前新聞で北國新聞だったと思うんです

けれども、現状の教育を見ていますと、知徳

体というふうに昔から言うけれども、順番は

体徳知やと。体徳知が必要なんやと。そうい

うことに変えるべきやというような、そうい

うことが新聞にも載っておりましたけれども。 

 それは別といたしまして、やっぱり知徳体

３つがそろったバランスのいい、そういう人

間の教育というものを目指すべきだというふ

うに思っております。 

 そういうことで、その考えのもとに私ども

も少人数学級あるいは小学校での30人学級と

いうものを進めておりまして、一人一人の子

供たちに目が届くように、そして一人一人の

子供たちに適切な指導ができるようにと、き

め細やかな指導ができるようにという配慮の

もとで今進めておるわけでございます。これ

は、議員のご質問にありましたような考えと

同じところではないかなというふうに思って

おりますが、一方で、現行の制度というのは

30人学級というのか、これは町の単独事業で

ございまして、県の制度を超えたものであり

まして、現行の法制度ではこれを、この30人

学級をやっていく限界がありまして、すべて

の学級、学年でこれをやるということにはで

きないという法制度になっております。その

辺はご理解いただきたいなというふうに思い

ます。 

 私どもも現行の法体制の中でできるような

中で、極力きめ細やかな教育ができるような、

そういう配慮をしたところに努力をしてまい

りたいなというふうに思っていますので、よ

ろしくお願いをいたします。 

○議長【八田外茂男君】 答弁が終わりまし

た。小谷議員、答弁漏れありますか。 

 １番、夷藤満さん。 

   〔１番 夷藤満君 登壇〕 

○１番【夷藤満君】 議席番号１番、夷藤満。 

 平成19年３月定例会に町政一般質問の機会

を得ましたので、通告に従いまして質問をさ

せていただきます。 

 まず初めに、この３月定例議会が私たち今

期最後の任期中の議会であります。これまで
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たくさんの皆さんにお支えをいただいたこと

に、ここに改めて感謝を申し上げます。 

 それでは、質問に入ります。 

 答弁に当たります町長には、簡潔に、わか

りやすくご答弁をいただきますようにまずお

願いをいたしまして、質問に移りたいと思い

ます。 

 最初の質問は、信号無視についてでござい

ます。 

 私も安全・安心なまちづくりを目指してこ

の４年間一生懸命頑張ってまいりました。町

長も安全で安心な内灘町をつくるために日夜

努力をされてきたと思います。しかし、今か

ら私がお見せするものを見ていただければ、

私が言わんとすることが一目でおわかりいた

だけると思います。 

   〔写真提示〕 

 ここは、向粟崎公民館前の交差点でありま

す。この交差点は電車が通ると信号がすべて

赤に変わってしまい、車が一たん交差点全部

でストップしてしまいます。朝の７時から８

時半の間は電車が通ると内灘方向から金沢に

向かう方向が一方通行になりますので、矢印

信号が出て金沢方向に進めるようになってお

ります。そのほかの時間はすべて信号が赤で

あります。 

 また、この交差点は少し変則的な交差点で

あり、元石川銀行前の横断歩道は大根布方向

から来る車がスピードを出して曲がってくる

関係上、この向こうにある向粟崎保育所など

に横断しようとする子供を連れたお父さん、

お母さん、お年寄りの方がなかなか渡りにく

いという大変多く苦情をお聞きする交差点で

あります。 

 この交差点は、一日、多いときで約5,000

台の車が利用している県道であります。電車

が来るのがわかるや否や、遮断機がおりると

信号が赤にもかかわらず急いで金沢方向に仕

事に向かうのでしょうか、慌てて右側を追い

越していくというとても危険な状況にある交

差点であります。信号を待つのが邪魔くさい

のか、本当に危険で、また皆さんがこの交差

点でそういう思いをしたことがあるのではな

いかと思います。 

 何年か前にもこのことを町に対して何とか

ならないのかというような相談をした方がお

られるということですが、一向に解決されぬ

まま現在に至っていることであります。 

 このような事態を町は把握されているので

しょうか。ルールを守り、当たり前のことを

しているのに、クラクションを鳴らされ、そ

の日一日とても不快な気分でやり切れなかっ

たとおっしゃる方もおいでます。今後町とし

てどのような対応をしていかれるのでしょう

か。町長の考える安全で安心な町というのは

どのようなものでしょうか、お聞かせいただ

き、次の質問に移りたいと思います。 

 次の質問は財政についてであります。 

 午前中よりたくさんの先輩議員の皆さんか

ら財政にかかわる問題、いろいろとご提示が

ありました。多々重なる点があろうかと思い

ますが、町長さんにおかれましては適切なる

ご答弁をいただきますようにお願いをいたし

ます。 

 先日の２月19日に行われました内示会での

町長の第一声は「町民の幸せであります」と

いうことからスタートをいたしました。各部

署の部長の説明を聞けば聞くほど、今後の内

灘町大丈夫なのかと心配になることばかりで、

これで本当に町民の幸せを願った予算設定が

されたのかと、とても心配になりました。そ

う思ったのは私だけではないと思います。他

の議員の方々も内示会終了後、「おい、これ

からどうなるんかな」と、議員の皆さんです

らそういう言葉が出てきたということであり

ます。 

 一番そう思えたのが、まちづくり政策部か

ら出された「基礎的な財政規模の縮小が続く

内灘町」というこの資料であります。この資

料を見るからに、今後、この町が本当に財政

 －52－



の危険といいますか、本当に財政非常事態宣

言とも言えるような、そういった事態に陥っ

ているのは、見るまでもなくはっきりとした

事実としてわかります。 

 これから財政を立ち直すために集中改革プ

ランをつくり、諸課題に取り組んでいきたい

ということですが、これまでの計画そのもの

が中途半端な部分があるように思えますが、

たくさんの事業の中で道路整備についても委

員会で述べているようにはなっておらず、先

行取得した土地が、塩漬け状態の土地が約９

億をもあるということ。また、公共用地もこ

のままでいけば財産難を理由に行動に移せな

い事態になるかもしれません。今財政が乏し

いのですから、売れるものはこの際処分して

しまい、財源に充てていくべきではないでし

ょうか。 

 そして、３月２日の定例会の町長の所信表

明をお聞きして、地方財政も国の進める三位

一体に伴い、我が町もこの改革による歳入不

足を原因とする財政危機に直面しております。 

 具体的には、平成15年度に約２億9,000万円

の基金を取り崩しに始まり、16、17、18年度

とこの４年間連続で基金を取り崩しによって

しか収支を賄えないという、そういう事態に

陥っております。 

 19年度当初予算を終えた段階で基金残高が

約６億7,000万しかない状況で、本当に困難に

直面しているということを述べられておられ

ます。ということは、言いかえれば、今後交

付税がこれ以上減らされてしまえば合併しか

ないということになるのではないでしょうか。

どこの自治体も大変に厳しい状況と思います

が、第２の夕張にならないように、今のうち

に何とか方策を打ち出し、適切なる判断を下

すべきではないでしょうか。そういう時期に

もう来ているのではないでしょうか。本当こ

のまま単独行政を続けてよいものでしょうか。 

 平成14年度には一般財源総額が56億あった

ものが、19年度当初では50億と５年間で約６

億も減らされていることを見ましても、あと

何年このままの状況で町が持ちこたえられる

のかと心配になります。これからなお一層厳

しくなるであろう交付税の削減で一番の心配

は、住民への負担がふえることです。第一に、

公共料金の値上げ、医療費、それに伴ういろ

いろなサービスの低下が考えられるのではな

いでしょうか。 

 まさに提出議案22号に見られる内灘町上下

水道料金等審議会、その委員会そのものが料

金を上げるための委員会になるのではないで

しょうか。 

 また、今町にはこのような審議会がどれだ

けあるかと調べたところ、実に50もの委員会

が設けられております。また、審議会の報酬

は１年間で1,450万円でございます。こういう

ことを町民が納得するでしょうか。町民参画

型も結構ですが、内灘町の職員の皆さんはす

ぐれた方々がたくさんおられると思います。

もっともっと知恵を出していただき、いろい

ろな経費の削減に努めるべきではないでしょ

うか。このままではいずれ合併問題について

の議論が出てくるのも時間の問題だと思いま

す。 

 また、借金が膨れ上がってからでは、近隣

の自治体、金沢、津幡、かほく市、だれも見

向きもしなくなるのではないでしょうか。マ

イナス会計に陥る前に、健全なうちに合併協

議会などを立ち上げて協議するといった考え

がないのでしょうか。それとも、今後、町独

自で税収を上げていく方策などをお持ちなの

でしょうか。小手先だけの計画ではだれもつ

いていけません。町長のご答弁をお聞かせく

ださい。 

 また、町長は合併をどのようにお考えでし

ょうか、お尋ねいたしまして、私の質問を終

わります。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 
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○町長【八十出泰成君】 夷藤議員の一般質

問から、財政についてお答えしたいと思いま

す。 

 町の財政状況につきましては、議員ご指摘

のとおり、大変厳しい状況であります。しか

しながら、たとえ町の財政状況が厳しくとも、

町民のニーズを把握をし、的確に対処してい

くことが町政をあずかる者の私は責務である、

こう思っているわけであります。 

 すべての事業を削減、廃止するのではなく

て、必要な事業、施策については積極的に展

開することが必要であると考えているわけで

あります。 

 そのためには、財政規模に応じた町への転

換のため、行財政改革に積極的に取り組んで

いくことこそが大切であり、議員ご指摘の遊

休地、未利用地の売却、利活用についてもそ

の一つの方策として平成19年度に計画をして

おるわけであります。 

 いずれにいたしましても、改革に当たって

は内部経費のほかに町民の皆様に負担を求め

るものや給付の削減につながるものも含まれ

てきますので、その内容については皆様にお

示しをしながら改革を進めていく所存でござ

います。 

 なお、合併問題についてでありますが、幸

い、現在の内灘町は下水道の充実など他自治

体に比べて社会資本の充実が進んでおります

し、河北郡市、金沢市との広域行政の推進に

よって町民の皆様の行政サービスの維持向上

も図られているわけであります。したがいま

して、今後さらなる地方交付税制度の中で大

きな変化があらわれる、行財政改革による町

民負担の部分が大きくなり、町民の皆様から

合併を求める声が盛り上がってきた場合に合

併について考えていきたいと思っているわけ

であります。 

 そのため、財政状況については、積極的に

わかりやすく情報を公開しながら行きたいと

思っているわけでありますので、よろしくご

理解のほどをお願いしたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 田中徹総務課長。 

   〔総務課長 田中徹君 登壇〕 

○総務課長【田中徹君】 夷藤議員の赤信号

無視車両の件についてお答えいたします。 

 まず、現状でございますが、２月23日、26

日の２日間にわたりまして現場で調査を実施

いたしました。その結果はと申しますと、北

陸鉄道浅野川線の向粟崎踏切の遮断機がおり

た際、当該交差点につきましては、先ほど夷

藤議員言われたように、すべての方向、全方

向の信号機が赤信号となります。その中で、

朝の７時から８時半までの時間につきまして

は、千鳥台方向、内灘駅の方向から機具橋の

方向への信号は、旧の石川銀行の前から須崎

の交差点までが一方通行となりますことから、

同時にその直進と右折の矢印信号がその間は

点灯いたします。 

 調査した段階では、矢印の信号が出ていま

すその時間帯では信号無視という車両はござ

いませんでした。ただし、一方通行規制が終

わる８時半を過ぎますと、金沢方向への一方

通行規制が解除となります。解除とともに、

直進と右折の矢印信号も作動しなくなります。

そのことから、金沢方向へ走行する車両が信

号を無視して走行すると、その後後続車が続

いて信号無視という状況でございました。 

 また、向粟崎保育所方面から踏切の方に走

行してきた車両、これも正面の遮断機がおり

ている間は正面の信号は赤であるのに、無視

して金沢方向へ右折したという車両も確認い

たしております。現状はそういう現状でした。 

 けさの全国ニュースで、赤信号を無視した

車が悲惨な交通事故を起こしたとの報道もさ

れておりました。交通事故の撲滅はすべての

人の願いであります。 

 さて、今後の対策ということですが、現状

では道路の拡幅、信号を待っている間の道路

の拡幅が難しいとのことから、平成16年の６

月議会の折に堂下議員さん、その信号の件で
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質問して、その一般質問にお答えしたとおり、

終日、常時、一日じゅうということですね。

その一方通行規制時間だけじゃなく一日じゅ

うの矢印信号の稼働というのは現状では難し

いと考えております。 

 そこで町といたしまして、交通ルールの遵

守を広報、啓発することを目的に注意を促す

看板や町の広報紙、町ホームページで交通ル

ールの遵守を粘り強く訴え続けてまいりたい

と存じます。 

 さらには、津幡警察署並びに内灘交番に市

道取り締まりの要望も行ってまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長【八田外茂男君】 答弁が終わりまし

た。夷藤議員、答弁漏れありますか。 

 夷藤満さん。 

○１番【夷藤満君】 （議席より）済みませ

ん。議席から失礼いたします。 

 町長、ありがとうございました。ご答弁い

ただきました。 

 町長のご答弁をいただいて、町民主体の、

要するに町政でありたいということで、町民

の運気が高まっていった折にはその合併も考

え得るという答えでよろしいでしょうか。確

認だけ。 

○議長【八田外茂男君】 答弁は要らない。 

○１番【夷藤満君】 答弁は、うなずいてお

られますので、いいです。 

○議長【八田外茂男君】 それでは、17番、

重原義之さん。 

   〔17番 重原義之君 登壇〕 

○17番【重原義之君】 平成19年第１回定例

会におきまして、私、最後の質問の機会をい

ただきましたことをまずもって御礼を申し上

げます。 

 さて、昭和42年、初めて私が議会議員とし

てこの職に就任してから早いものではや40年

の月日が流れました。その間、役場庁舎は木

造の大根布から開発が進む鶴ケ丘へ、さらに

現在の大学と移り変わり、内灘町進展の象徴

としてその姿を変えてきました。 

 また、町長も中本長吉さん、中村小重さん、

出山昭二さん、岩本秀雄さん、そして現八十

出町長へと引き継がれ、内灘町が町制を施行

した後に就任いたしました５人の町長全員と

内灘町の将来を夢見て町長発信の議論をした

ことが懐かしく、かつ鮮明に脳裏に浮かんで

まいります。 

 今こうして議場に立ち、皆さんの姿を拝見

したときに、これまで数々の思い出が次々と

わき出て、感慨いっぱいでございます。 

 この気持ちを胸に、今後ますます厳しさを

増す行財政環境下における町政運営につきま

して、お尋ねをしたいと存じます。 

 町長、よろしくお願いをいたします。 

 また、質問の内容については、さきの皆さ

んと重複しますが、お許しをいただきたいと

思います。 

 早いもので、平成17年２月、八十出町長が

町政を担当してから２年の月日が経過をいた

しました。多くの町民の期待を背負って初登

庁し、初めての議会となりました平成17年３

月議会におきましては、満席の傍聴席及びこ

の議場に入り切れない多くの皆さんが１階町

民ホールで所信表明の一言一言を聞き逃すま

いと熱い視線を送る中、住民参加の行政、徹

底した情報公開、現場主義の徹底を掲げられ、

みずからの公約の実現に向け不退転の決意を

表明されました。以後２年の間、昼夜を問わ

ず、かつ休む間もなく、子育て支援環境の充

実や義務教育環境の整備など多くの公約を実

現あるいは緒につけたその行動力は、敬意を

表するものであり、一議会人として、また一

町民としてエールを送るものでございます。 

 精力的に町政の改革に向け、そのかじ取り

に取り組んでこられましたが、町長就任の１

年前から始まった、いわゆる三位一体改革に

より、内灘町の財政構造は大きくその姿を変

えることとなりました。地方分権とは名ばか

りの国の財政再建を主眼としたこの改革によ
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って、全国の多くの自治体が悲鳴を上げてお

り、いわゆる夕張ショック、全国でその猛威

を奮っております。 

 先月19日に開催されました議会全員協議会

の場において、我が町もその例外ではなく、

平成20年度末には基金が底をついてしまうと

いう財政非常事態宣言以外の何ものでもない、

まさに緊急事態にあることが判明をいたしま

した。 

 町長就任直後の平成17年度から行財政改革

を積極的に推進し、昨年10月には内灘町行財

政改革大綱としてその進むべき方向を示した

わけですが、行政環境は著しく変化し、改革

の歩みをより一層スピードアップしなければ

内灘町自体の存在をも揺るがしかねない状況

になっているという感じをするのは、私一人

ではないと思います。 

 それに加え、金沢都市圏内の道路交通網の

変化により、これまで町制施行以来、一貫し

て増加を続けてきた我が町の人口が、平成18

年、初めて前年人口を割り込みました。もち

ろん、石川県全体の人口もその増加傾向から

減少へと転じたこともありますが、金沢外環

状道路、山側幹線の開通が大きな要因になっ

ているのではないか。お隣の津幡町では、金

沢市街地及び能登方面へのアクセスが飛躍的

に整備され、それに伴い人口の伸びが著しい

ものとなっており、道路環境の整備が直接人

口の推移に結びついていることが証明をされ

ております。 

 しかし、私たち町にとって悲観的なことば

かりではありません。昨年、コマツの大浜地

区への進出を機に、長年の懸案事業であった

能登有料道路の放水路以南の直進化がその事

業化に向けて大きく前進し、これからの金沢

外環状道路、海側幹線の進捗により、内灘町

は県庁を中心とした金沢駅西地区とのアクセ

スが飛躍的に進むことが予想されます。 

 さらに、コマツは新たな用地の確保を表明

しました。昭和45年の金沢港開港以来、その

臨港地区一帯、一気に活況の様相を呈して、

隣接する私ども内灘町もいよいよ新しい新た

なまちづくりのスタートの時期を迎えている

という感じをさせております。 

 それだけではございません。平成元年以来、

多くの町民の期待を集めながらもバブル経済

の崩壊により休止を余儀なくされてきた千鳥

台地区の大京開発計画も、来る12日には待望

の起工式が行われることとなり、年末の開業

に向け大きな一歩を踏み出しております。 

 さらには、世界のＩＴ社会をリード牽引す

るインドのメイプルズ社が数多い日本国内の

進出候補地の中から我が町にその白羽の矢を

向け、去る11月１日、大清台に日本支店とし

て現地法人を立ち上げました。今後は文化会

館を拠点に高度なＩＴ技術者を育成及び世界

に向けてその派遣を推進するとのことであり、

この内灘町から世界に向け新たな発信ができ

るものと心を踊らせております。 

 特に近年のインドの飛躍は目覚ましく、過

日放映されたＮＨＫスペシャルを見たときに

インドの経済発展する姿に驚くとともに、町

長の先見性に感動すら覚えました。 

 今、内灘町にとってまたとないこのような

風が吹き始めておると思います。この追い風

をしっかりつかみ、実態ある内灘町の発展に

つなげるには、町長、地元県議としっかり手

を結び、互いが努力を重ねていく必要がある

のではないだろうか。 

 今まで述べてきたようなさまざまな状況の

中にあって、八十出町長は内灘町政の今後の

２年間をどのように進めようとしているのか、

その具体的方向性をお示しいただき、２万

7,000内灘町民が安心して暮らすことができ

るよう切望をするものでございます。 

 さて、同僚議員の皆様、これまで温かいご

指導とご鞭撻を賜りました。まことにありが

とうございます。心から感謝を申し上げるも

のでございます。 

 今、地方で「道州制」という言葉がちょい
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ちょい出てきます。今後、この道州制の議論

が進むものと思われますが、単に都道府県の

合併という視点だけではなく、国家構造その

ものの解体、再編という廃藩置県以来の大改

革であり、市町村までその影響が及ぶことは

避けられないと思います。 

 もちろん、内灘町のこれまでの歴史を閉ざ

さぬようあらゆる手だてを講じる必要があり

ます。住民サービス、水準の確保を目指し、

さまざまな角度からその見直しが求められて

いるものと存じます。同僚議員の皆様には、

来る４月22日の統一選挙を見事勝ち抜かれま

して、この議場で大いに崇高な議論を闘わせ

ていただきたいと願い申し上げるものでござ

います。 

 最後になりましたが、町長、助役、教育長

初め、ひな壇にお座りの役場幹部の皆様には、

真の公僕として住民サービスの向上に万全を

期し、これまで以上の精進をお願いをするも

のでございます。 

 また、傍聴席の皆さん、本当にきょうは大

変お忙しいのに議場に足をお運びいただきま

して、本当に心から御礼を申し上げます。あ

りがとうございます。どうかこれからもこの

本会議の傍聴を通して、町政にご理解をいた

だき、これからの町発展にぜひご協力いただ

きますようにお願いを申し上げます。きょう

は本当に皆さんありがとうございます。 

 今、こんな言葉をここで思い出しておりま

す。それは「老兵は去るのみ」。私はこの言

葉「老兵は去るのみ」、最後の言葉に、私の

質問を終わりたいと思います。 

 本当にご清聴皆さん、ありがとうございま

した。（拍手） 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 重原議員の一般質

問にお答えいたします。 

 財政基盤の弱い内灘町では、国の三位一体

改革の影響が予想以上に厳しく、大きな歳入

の減少に見舞われてまいりました。平成17年

度中に行財政改革推進委員会を発足させ、早

速、平成18年度当初予算から実質的な行財政

改革に取り組んでまいりましたところであり

ますが、当然ながらそれのみでは財政状況は

改善させるわけには至らず、財政非常事態宣

言を発する事態であると言っても過言ではな

い状態に現実にあるわけであります。 

 そのため、平成19年度からは集中改革プラ

ンに基づく改革をさらに強力に進め、町民が

安心して豊かに暮らせる町をつくるため、不

退転の決意で財政構造の改革に取り組まなけ

ればならないと考えている次第でございます。 

 平成19年度からはこうした行財政改革に取

り組む一方で、今ほど重原議員おっしゃいま

した大京やインドのメイプルズ社に続く、内

灘町に適した企業誘致に努力をし、財政基盤

の強化を図ってまいりたいと考えております。 

 また、厳しい財政状況の中にありながらも、

町民との協働のまちづくりプロジェクト、子

育て支援プロジェクト、定住促進プロジェク

トを３つの柱ととらえた施策を地元県議、町

議会の皆さん、そして町民の皆さんと手を携

えながら、積極的に展開をしてまいりたい、

こう考えているわけでございます。 

 具体的には、新生児から保育所、学童まで

の子育て支援センターの充実、またハード、

ソフト両面にわたる教育環境の充実、ボラン

ティアセンターを核とした町民との協働のま

ちづくり事業の展開、公共交通の充実など、

そのほかに福祉施策については、現在の事業

体系の見直しを図りながら、真に福祉が必要

な方々へのセーフィネットを構築したいと考

えているわけでございます。 

 いずれにしましても、皆さんのお力添えを

いただきながら、力強くチャレンジしたいと

思っていますので、どうぞご協力のほどお願

いいたしまして、終わりたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 答弁が終わりまし

たけれども、答弁漏れありませんか。 
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   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【八田外茂男君】 この際、暫時休憩

いたします。 

 皆さん、そのままお待ちください。 

           午後３時29分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後３時30分再開 

    ○再   開 

○副議長【渡辺旺君】 それでは、地方自治

法第106条第１項の規定により、議長の職務を

行います。 

 よろしくお願いをいたします。 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 18番、八田外茂男さん。 

   〔18番 八田外茂男君 登壇〕 

○18番【八田外茂男君】 傍聴の皆様、大変

遅くまでご苦労さまです。通告の順番でいき

ますと私が最後になりますので、もうしばら

くおつき合いをお願いいたしまして、私の質

問に入らせていただきます。 

 それでは、平成19年第１回定例会におきま

して、町政への一般質問をさせていただきま

す。 

 町長及び担当部課長におきましては、真摯

なる前向きな答弁をお願いいたしまして、質

問に入らせていただきます。 

 先ほど重原議員の質問の中からもありまし

たとおり、インド・メイプルズ社についての

質問をさせていただきます。 

 内灘町に今、教育事業をしようということ

でインド・メイプルズ社が進出をしてまいっ

ております。議会にこのことについて報告が

あったのは、昨年の８月８日の議会でありま

した。その議会の内容といたしまして、内灘

町の代表としてインドに２名の職員を派遣し、

調査をするというものでありました。 

 それから進み、昨年の11月１日に本格的な

事業に進むために、メイプルズ社は大清台に

日本支社を設立してまいりました。 

 その間、インド国内の関係者、またはイン

ド大使、インド日本領事館、外務省、そのほ

か多数の国会議員の方々のお世話になったと

いうふうに私も聞いております。 

 現在、メイプルズ社は、本年の４月から内

灘町に教育事業を展開するためにいろいろ努

力されておるというふうに聞いております。

町はこの事業を成功するために、日本での支

援企業としてパソナレップパワーを紹介し、

内灘町、メイプルズ社、パソナレップパワー

社、この３社体制でこの事業を進めていくと

いう強い体制で進めておるようであります。 

 しかし、なかなか国際的な企業の誘致とい

うのは問題が多く、日本の、また民間と官庁

という考え方もいろんな面で温度差があり、

感覚の違いということもあり、問題がありま

した。しかし、私自身もこのままでは大変厳

しいのではないかということで、町、メイプ

ルズ社、またパソナレップパワー社の担当者

にそれぞれ会い、それぞれの思い等を細かく

聞いてまいりました。そのことを町など、ま

たメイプルズ社に伝え、何とかこの事業がス

ムーズにいくようにということで私自身努力

してまいりました。 

 そのおかげかどうかわかりませんが、町自

身もこれではいかん、早急にやっぱり問題を

解決し、この事業を完成させなきゃいけない

という強い思いがあり、ことしの１月23日に

東京で三者会談、先ほど言いました３社によ

る会談が行われました。それぞれの国のルー

ル、先ほど言いました温度差等を確認し合い、

また問題の整理をし、それぞれの責任分担に

ついて確認し合ったところでありました。今

後それぞれが進む行動、方針などを決め、無

事に三者会談が終わったと思っております。

また、私も議長という立場からその場に参加

させていただきました。 

 それから約１カ月半、今現在あります。４

月の教育事業までもう１カ月を切りました。
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この事業が今現在、本当にどのような状態で

いるのか、町はどのように今の状態を理解し

ているのか、大変私としては心配する面もあ

ります。 

 メイプルズ社を町がインドから誘致をし、

またそのビジネスパートナーとしてパソナレ

ップパワー社を紹介し、この３社体制でこの

事業を進めようとした町としての今の現状の

認識をどのように考えておいでるのか、詳細

にお聞かせ願います。 

 また、この事業が町にとってどのようなメ

リットがあるか、また将来にわたって町はど

のようにこの事業を考えているとか、その辺

もぜひとも詳細にお聞かせ願えればと思いま

す。 

 さて、次の質問であります。 

 次の質問でありますが、財政問題というこ

とであります。 

 今、一般質問10人質問されたうち、９人の

方が財政問題について深く、またそれぞれの

意見を言われて質疑をされております。私自

身の思いがありますので、答弁の方をよろし

くお願いし、また傍聴の皆さんもダブる点は

あると思いますが、聞いていただきたいなと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 先ほどから重原議員の質疑の中にもありま

したとおり、２月19日、19年度予算の内示会

がございました。先ほど重原議員の質問の答

弁の中で、町は財政非常事態に値するものだ

と、大変厳しい財政という宣言をしておりま

す。 

 今町の現在の借入残高、基金、将来にわた

っての財政状況はそれぞれの皆さんが議員が

お聞きになりましたので、そのことに対して

はお伺いしませんが、もう一度町が直接借り

入れている借入基金額、特別会計も含めて、

また町が土地開発公社などの土地区画整理事

業等に対しての債務保証をしている金額、ま

た特殊法人を含む第三セクター等においての

債務保証、河北広域事務組合などの広域事業

でやっている債務の内灘の負担分もあわせて

ちょっと教えていただければなと思います。 

 もう一点、今議会に提出されています19年

度予算の中の第４条、一時借入金についても

お伺いいたします。 

 この一時借入金の金額が19年度予算から５

億ふえて15億の枠にされております。この枠

の増加の分、どうしてこういう増加をさせな

きゃいけないのか。また、その利用実績、ま

たこの一時借入金の制度について説明をして

いただきたいなと。 

 私も最後の質問者ということでなかなか質

問事項が他の人に重ならないような形で質問

を考えたわけでありますが、なかなか難しい

ので、ここで一回町側の答弁をいただいてか

ら再質問をさせていただきたいと思いますの

で、一度答弁をお願いいたしたいと思います。 

 以上です。 

○副議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 八田議長の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私の方からは、インドのメイプルズ社につ

いてということでお答えさせていただきたい

と思います。 

 今ほども議長の方からもお話がありました

ように、インド・メイプルズ社のＩＴ教育事

業の成功につきまして、日ごろから本当に議

長にお世話になっていますことをこの席をお

かりしまして厚くお礼を申し上げたいと思い

ます。ありがとうございました。 

 このＩＴ教育事業は、石川県内はもとより、

全国各地から生徒を集めまして、この風光明

媚な内灘の地においてインドのすぐれたＩＴ

教育を受け、そして全国各地の企業等へその

優秀な人材、技術者を派遣するというもので

あります。また、希望すればインドへ留学や

就職もできるということであります。 

 現在、４月の開講に向けて教育を担当する

メイプルズ社が中心となり、受講生の募集や
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受講後の派遣先のあっせんを真に担当する株

式会社パソナレップパワー社、そして教育施

設の提供、遠方からの受講生のための宿泊先

のあっせん等を支援する我が内灘町、この三

者がそれぞれの役割に基づいて準備を進めて

いるわけでございます。 

 現状についてでありますが、会場の設営に

つきましては、これからメイプルズ社が文化

会館３階の視聴覚室の整備に入るわけでござ

います。 

 受講生の募集につきましては、メイプルズ

社とパソナレップパワー社の双方でその費用

について詰めているところでありますが、

少々おくれぎみであると認識しておりますの

で、町といたしましても早急に募集ができる

ように促していきたいと、こう考えているわ

けでございます。 

 また、町にとってのメリット、将来にわた

っての考えについてでありますが、この事業

が予定どおり順調に拡大展開され、数年後に

メイプルズ社独自の教育施設が建設されれば、

税収、いわゆる固定資産税の増加も見込まれ

るわけでありますし、また冒頭にも申しまし

たが、この事業は全国各地の受講生を集めて

行うものであります。将来的には一日に数百

人の受講生が内灘町に集う計画を立てており

ます。この若者たちの行き来により、町の各

所でにぎわいの創出が生まれるわけでありま

す。 

 また、町内の飲食店や小売店の活性化にも

つながると考えています。そして、受講生が

内灘町を気に入れば定住してくれるという可

能性も秘めているわけであります。 

 さらに、ＩＴ教育だけにとどまらずに、内

灘町に教育施設があるということでＩＴ技術

を生かした小規模なオフィス、自宅オフィス

が内灘町内で広まり、内灘をＩＴ教育、ＩＴ

オフィスの町として発信したいと考えておる

わけでございます。 

 それから、今後、これも計画なんですが、

障害者向けの講座が開講されれば、障害者に

優しい町として発信したいとも考えておるわ

けでございます。 

 このように、この事業はやり方次第でいろ

んな広がりが生まれるわけでございますし、

今までに例のないＩＴ教育事業を通して、内

灘町独自の新たなまちづくりが形成されるも

のと期待をしておるわけでございます。 

 以上でございます。 

○副議長【渡辺旺君】 西尾雄次まちづくり

政策部長。 

 〔まちづくり政策部長 西尾雄次君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【西尾雄次君】 八田

議長の財政に関するご質問にお答えをいたし

ます。 

 まず、第１点目の借り入れの件でございま

す。 

 直接借り入れにつきましては、一般会計、

公共下水道会計、合わせて約183億円でござい

ます。それから、町が直接借り入れしている

以外の債務保証している分、言うなれば間接

的な債務の残高でございますけれども、これ

につきましては内訳的には大きく３つありま

して、広域事務組合のごみ処理施設関係の建

設負担金として21億2,800万円、それから私立

の白帆台保育園の建設事業の債務である補助

金で流す分として4,200万円、それから土地開

発公社に対して用地取得の債務保証として８

億5,400万円、これら合わせて30億2,400万円

でございます。 

 それから、次に２点目の一時借入金に関す

るご質問にお答えいたします。 

 19年度の予算で一時借入金の限度額が前年

度の10億円に比べて15億円になぜ変更された

のかというまずご質問がございました。 

 この一時借入金の限度額の設定という件に

つきましては、これまで当該年度の起債の借

入相当額というものを目安にして限度額を設

定してまいりました。したがいまして、平成

19年度の当初予算につきましては、一般会計
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で約11億4,000万円の起債、それから公共下水

道特別会計では約４億8,000万円の起債を予

定いたしておるというのがまず基本的な条件

でございまして、そのほかに近年、建設工事

に対する前払い制度というものを導入したこ

とも影響しておりまして、年間を通じて資金

不足に陥る状況も多くなってくるという点も

踏まえまして、本年度はその限度額を15億円

に変更させていただいたわけでございます。 

 それから、ここ数年間の一時借入金の利用

の実績についてはどうなのかということでご

ざいますけれども、ご承知のとおり、一時借

入金というのは収入と支出の一時的な資金不

足、それを生じた場合に、最小限の必要額を

借り入れするものでございまして、その年度

によっては年数回にわたる一時借入金を行う

ということになります。したがいまして、年

間を通じた一時借入金の最高額と期間につい

て申し上げますと、平成16年度では約２億円

を41日間。それから、平成17年度では４億円

を８日間。それから、平成18年度では、これ

は現時点でございますけれども、８億円を58

日間、基金の繰り替え運用も含めて一時借り

入れを行っているところでございます。 

 以上です。 

○副議長【渡辺旺君】 以上で答弁が終わり

ましたが。 

 18番。 

○18番【八田外茂男君】 （議席より）それ

では、再質問をさせていただきます。 

 まず、答弁ありがとうございます。 

 まず、メイプルズ社の件でございますが、

町が認識しているような状態で大体は間違い

ないとは思うんですけれども、本当にこのま

まの状態では４月の開講がまず無理なのでは

ないかなという私自身の認識が多少なりとあ

ります。メイプルズ社にしてみれば、やっぱ

り民間企業です。インド本国の本社に対して、

４月から開講しますということで職員が派遣

されてきています。こういう状態において、

三者のいろんな問題があって結局ずれ込んだ

としても、町としてやっぱり最大限の努力を

する必要があるんではないか。今のままでは、

残念ながら私の感じるところでは町は少しス

ピードが遅いような感じがいたします。もう

少しスピードアップをして、民間企業との連

携した事業として進めていただきたい。もう

一度そういう考えでないのか、お答えをいた

だければなと思います。 

 また、町長まだあるから心配せんと。 

 次に、将来ビジョンについてであります。 

 将来ビジョンに関しましては、大体町の持

っている将来ビジョンわかるんですけれども、

今本当にもう一度考えてほしいのは、ここで

やる事業、内灘町でやる教育事業というのは、

世界に発信するエンジニアを育てる教育プロ

グラムです。日本の内灘町を世界に発信する

ための一つの方法でもあるんです。この方法

をメイプルズ社が無料でしてくれるという感

覚でいけば、この生徒たちに内灘町を本当に

体験していただき、いい町やとわかっていた

だく。その方々が世界じゅうにばらまいて、

いや、私は３カ月間内灘で暮らしたけれども、

すごいいいところだった。そう言っていただ

けるだけでも、内灘町にとってみりゃ何億、

何十億のＰＲ費用に相当すると私は考えるわ

けです。 

 これが日本じゅうだけじゃなく、世界じゅ

うの企業、国に派遣されるわけですから、こ

れは経済的にも大きな効果がある。そういう

ことを考えれば、おのずと今町はどういう体

制でこの事業を真剣にとらえて進めなきゃい

けないのか。町民挙げてこの事業を成功させ

ることが内灘町の存続を握ると言っても過言

ではない事業であります。そういう考えがま

ずないのか、ちょっとお聞きをしたい。 

 さて、次は財政問題についてお伺いします。 

 今ほど西尾まちづくり政策部長から答弁を

いただきました。直接借り入れ、債務保証、

合わせて304億円余りという大変大きな町の

 －61－



直接債務ではありませんけれども、責任があ

る、債務があります。一時借入金についても

詳細に説明がありました。 

 一時借入金の制度に関しては、町の財政を

スムーズに運用するためには必要なものであ

ります。今財政が厳しい中、基金を取り崩し

たりするためにも枠を広げる。これは大した

問題ではないんです。ただ、この一時借入金

の制度を使う使い方を誤ると大変なことにな

ります。私自身、いろいろ調べさせていただ

きました。 

 先ほど野村議員の中にもありましたとおり、

夕張市の財政再建問題について自分なりに調

査研究をさせていただきました。夕張市の債

務は633億円、これは町の先ほどおっしゃって

いました304億円に相当するものが633億円、

うちの町の２倍強の数字であります。また、

一時借入金の中で夕張市はどれだけの借り入

れを起こしていたか。それは288億円、一時借

入金の中で夕張市は借り入れを起こしたわけ

です。皆さんにとって夕張市は北海道の一市

であり、遠い存在だという認識はあるかもし

れません。でも、現実は本当にどうなんでし

ょう。市の放漫経営によって破綻したのでし

ょうか。それならなぜ今まで審議会及び監査、

北海道庁等のいろいろな調査があったにもか

かわらず、今まで見過ごされてきたのか。そ

れを検証してまいりました。 

 これはどうしてこういう事態が起きたのか。

決して夕張市も一時借入金の制度の枠が300

億あるわけではありません。同じように20億

前後だと思われます。しかし、なぜこれを利

用して288億円の借り入れができたのか。それ

は、年度末の他会計とのやりとり、一般会計

からほかの会計に年度をまたぐ融資をする。

年を越えてお金を返してもらう。 

 出納閉鎖に向けて出納整理期間が４月１日

から５月31日の２カ月間あります。この２カ

月間の間にほかの会計とお金のやりとりをし

て、これだけの債務をつくった。夕張市の一

般会計の予算は、夕張市の歳入歳出総額で193

億、そんなに大きな行政ではありません。我

が町より若干大きい程度です。でも、ここま

での債務が可能になったわけであります。 

 内容を調べてみますと、平成６年ごろから

どうもその一時借入金を使った借り入れを起

こされた。約10億余り、これが平成14年度か

ら急激に伸び、16年度は100億。そして、17

年度には一気に膨れ上がり288億円という数

字が膨大な数字に膨れ上がりました。きっと

その平成６年当時、夕張市の財政担当者は、

北海道の拓殖銀行、また北海道の経済の沈下

等により急激な財政悪化に悩み、ちょっとし

たことでごまかすことで、とりあえずその年

を乗り切れればいいかなというつもりで多分、

こういう事実ができ上がったのではないか。 

 その後、国から及び北海道庁からいろんな

支援策があるという期待をしながらやってき

たのに間違いありません。それが減らすどこ

ろかどんどんふえ、そこに国の三位一体の改

革が始まり、この事態に拍車をかけたと思わ

れます。 

 夕張市にも我が町と同じような財政改革実

施プログラム、集中改革プログラム、先ほど

から名前が出ておりますけれども、同じよう

な改革プログラムがございます。それをもっ

てしてでも、残念ながらこの赤字体質を抜け

出すことが夕張市はできませんでした。 

 去年の６月に関係金融機関からの協力が得

られず、この事態が表に出て財政破綻をして

しまったということであります。財政再建の

中身は、先ほど野村議員が事細かくおっしゃ

っていただきました。税金から保育料からい

ろんなものが値上げ、いろんな施設が閉鎖。

公民館にしたって、各地区が面倒見る公民館

だけが残る。それ以外の公民館はすべて閉鎖。

そういう状況で夕張市は今から18年間耐えて

いかなければなりません。 

 国は、自分たちの責任も認めようとはして

おりません。夕張市の破綻は自己責任だ。不
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適切な会計処理をした結果が破綻だ。同じよ

うな状態で頑張っている自治体はまだまだた

くさんある。夕張市は、残念ながらいろんな

関係でマスコミ等に報道され、国は特別な支

援プログラムを策定しましたが、今後このよ

うなシステムはないとはっきり国は言ってお

ります。 

 また、国は来年度から新型交付税の導入が

始まります。新型交付税は人口、面積を基本

として算定。算定基準も今までの基準項目よ

り３割削減、それに基づき、国は15兆円の交

付税のうち2,700億円を減らす。我が町でいく

と3,000万強の影響になるかもしれません。そ

の3,000万円のお金は、国は頑張る地方応援プ

ログラムに充てる。要は国が定めた指針に沿

って頑張る地区にはお金は上積みはしますけ

れども、頑張らない地区にはそのお金をあげ

ないよ、反対に削りますよという強い姿勢で

あります。 

 内灘町におきましてもこれからどうなるの

か。この支援プログラムを実行していく気力

があるのか、私は心配でなりません。 

 内灘町の財政基金は大変厳しいものがあり

ます。また、目的基金も大変厳しいものがあ

ります。19年度の予算、19年度末には目的基

金合わせて６億7,000万の残高と言われてお

りますが、果たして20年度末の予算、20年度

末の基金は一体幾ら残るんでしょうか。町を

存続するためにも、来年度から集中改革プラ

ンを実行すると言っておりますが、先ほど堂

下議員等からのお話もありました水道料の値

上げ、都市計画税の見直し、施設利用料等の

見直し、すべてが検討されております。町民

サービスを見直すというわけでありますが、

先ほど夷藤議員の中でも合併問題が上がって

おりました。住民の皆さんが合併を望むのな

らやぶさかではないという答弁でもありまし

たが、私たち議会も真剣に町民の幸せがどこ

にあるのか、このまま住民サービスの見直し

がされ、近隣市町村の行政サービスよりも悪

くなったら本当にどうするんでしょうか。 

 内灘町民のほとんどはサラリーマンです。

また、今後どんどん高齢化が進み、年金で生

活をしていく人がふえてまいります。ここで

本当に内灘町の住民の幸せを考えると、この

ままの町の方向性でいいのか、もう一度考え

る時期があるのではないか。その時期が今来

ているのではないのか。 

 先ほど夕張市の話を出しました。ちょっと

した安易な考えで多分修正をし、うそにうそ

を重ねた結果が破綻という結果になったと思

われても仕方がない状態です。私たち議会、

町民も真剣にこのことを考える時期に来てい

るのではないでしょうか。 

 私たち議会、町長、助役、教育長、この私

たちだけでも町の債務に判こを押す。判こを

押してでもいいからこの議論にする気はない

のでしょうか。この債務を後の子供、孫に先

送りして、今何とかやり過ごせればいいのか

という問題ではないような気がする。 

 宮崎県の東国原知事が言っております。

「お金がないからやめればいいというんじゃ

なく、お金がなかったらどうやったらそれが

できるのか考えるのが今からの行政」と言っ

ております。私たちもそのことを踏まえて、

もう一度うちの町の財政を見詰め直すときが

来ているのではないか。 

 町の出される情報しか私らは把握すること

ができません。先ほどから水口議員も含めて

どんどん町の情報を公開し、率先してこの議

論を町が真剣にしていくべき。その結果が単

独行政でいくということならそれで結構だと

思います。しかし、今の状態で町民が発動で

やってくださいという状況では余りにも無責

任過ぎるような感じがしますので、その辺の

答弁も含めてもう一度お願いいたします。 

 以上で質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○副議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 
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○町長【八十出泰成君】 八田議長の再質問

にお答えしたいと思います。 

 まずメイプルズ社の今後のありようについ

て、４月開設といいますか開所に間に合うか

という話でありました。この過程の中で言葉

や文化が違うということで随分苦労もしまし

たし、八田議長ご自身も感じられたのではな

いかなと思うんですが、その中でお互いに胸

襟を開いて打ち合わせもし、そしてかなり詰

めてきた話として今日に来ているということ

でありますから、結果としてそのことが、例

えば４月１日に間に合わないこともあったと

しても、私は気持ちが一緒になっておればい

いんだろうというふうに思っているわけであ

りますから、皆さん、対外的には４月１日と

いうことを公言しているわけですから、なる

べくそれに間に合うように、町も全力を込め

てメイプルズ社、そしてパソナレップパワー

社の両社にお願いしていきたいと、こう思っ

ているわけであります。 

 そして２つ目に、議長おっしゃったように、

この事業は文字どおり世界に発信する事業と

してということであります。一度に言われま

すとなかなかぴんとこないのでありますが、

とにもかくにもインド・メイプルズ社が初め

て日本に進出するということであります。石

川県内でインド企業が進出するというのは、

これが初めてであります。まず石川の中で着

実にその事業が成功して、すばらしい事業が、

企業が内灘にできたよ。そして全国に発信し、

そのことが世界に発信するという、こんな形

だろうと思っているわけであります。 

 当然、その過程の中で内灘町がどの町より

も、どこの国よりも誇れるような自然の資源

というのはたくさんありますから、そんなこ

ともぜひとも受講者の皆さんに、あるいは教

師の皆さんに感じていただいて、内灘に向け

て続々と集まってくるように何とかお願いで

きんかなということも思っていますと、壮大

な夢を求められるような気がするわけであり

ますので、お互いに力を合わせて頑張ってい

きたいと思っているわけであります。 

 あと２つ目の財政の話でありました。一時

借り入れも含めて夕張のようにという話が随

分ありましたし、多くの議員の皆さんからも

そうならないために町はどうするという話を

されました。私どももそのことにお一人お一

人に、行財政改革のまさに断行、そして集中

改革プランの実施というそれをよりスピード

を上げてやっていかなかったらいかんという

ことでもありました。そのことをやり抜いて、

しかも町民の皆さんにご理解をいただいて、

応分のご負担もいただきながら、しかし内部

の経費は徹底して削減する。そんなことをや

りながら、ご理解いただきながら、内灘が再

生していくということを頑張っていきたいと

思っているわけであります。 

 足らざることはたくさんあると思うんです

が、その都度その都度皆さんにお諮りしなが

ら頑張っていきたいなというふうに思ってい

ますが、その前提はうそ、隠しのない町の実

態を町民の皆さんにお示しすると、このこと

を忘れてはいかんというふうに思っています

ので、ぜひそのことを基本に頑張っていきた

いというふうに思っていますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 足りない分は今、財政担当からまたお話し

させますので。 

○副議長【渡辺旺君】 18番、八田外茂男さ

ん。再々ですから。 

○18番【八田外茂男君】 （議席より）その

辺はちゃんとわきまえまして質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 メイプルズ社のことでありますが、確かに

文化が違う、いろんな面で難しい面が多々あ

ると思います。ただ、やっぱり町がしっかり

支援するという体制を前面に出していただく

ことによって、やっぱりメイプルズ社も安心

してこの地で事業展開ができると思うわけで

あります。 
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 だから、今後とも強い、何があってもこの

事業は支援していくんだという思いをお願い

申し上げます。 

 財政のことに関してでありますが、この改

革プランを成功させるためにもですよ、私は

この際、町民も交えるような、どういう形が

いいかわかりませんけれども、集中して審議

をする場があった方がいいのではないか。そ

の方がそこを基点として町民もある相応の負

担に関しては理解を示してくれるかもしれな

い。だから、その基点をやっぱり町がつくっ

てあげることによって今後の財政がスムーズ

に改革ができるのではないかという思いであ

ります。 

 そういう考えがないのか、お伺いいたしま

して、私の質問を終わらさせていただきます。 

 よろしくお願いします。 

○副議長【渡辺旺君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 八田議長の再々質

問にお答えしたいと思います。 

 まず、メイプルズ社のお話でありますが、

おっしゃったとおり、町がいかなることがあ

ろうとも支援の体制を崩さないというその姿

勢は極めて大事であると思っています。メイ

プルズ社だけでなしに、パソナに対してもそ

んな姿勢で臨んでいきたいというふうに思っ

ていますので、側面からまたご協力いただき

ますようにお願いしたいと思っています。 

 もう一つは、集中改革プランをきちんと施

行するために、町民も交えたそういう機関を

つくる気はないかという話であります。この

問題については、これからもタウンミーティ

ングあるいは出前講座、そして広報などなど

たくさんやっていくわけでありますが、集中

して町民の皆さんに審議をいただくという場

もやっぱり持った方がいいということも私も

考えていますので、機会をとらえてその時期

を持っていきたいと思っているわけでありま

すので、よろしくご理解いただきたいと思い

ます。 

○副議長【渡辺旺君】 18番、よろしいです

か。 

 これにて職務が終了いたしましたので、こ

の際、議長職を交代いたします。 

   〔副議長退席、議長着席〕 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【八田外茂男君】 以上で通告による

質問は終わりましたが、ここで暫時休憩をさ

せていただきます。 

 再開は16時30分といたします。 

           午後４時14分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後４時30分再開 

    ○再   開 

○議長【八田外茂男君】 休憩前に引き続き

会議を開きます。 

 ここで、通告に関連する質問のみ許します。 

 質問ありませんか。 

 ９番、中川達さん。 

   〔９番 中川達君 登壇〕 

○９番【中川達君】 傍聴の皆さん、大変長

時間にわたり傍聴ご苦労さまでございます。

本日非常に傍聴の皆さん多いわけでございま

すけれども、本日このように議員の多くの方

が新年度の予算、そして財政状況についてご

質問があり、やはり傍聴の皆様もこれからの

まちづくりについての認識を深める。そして、

またこれからの内灘町がどういった形になっ

ていくのか、そういった意識のもとで最後ま

での傍聴をしているものと思い、厚く、議会

として、そしてまた議員の一人として感謝を

申し上げます。 

 若干、時間も遅くなりましたけれども、一、

二点堂下議員並びに議員諸氏の財政状況につ

いての関連質問をさせていただきますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

 先ほど来より財政状況、そして今年度の予

算という形の中でそれぞれの町の町長初め部
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局長説明ございました。非常に厳しい状況を

余儀なくされているかと今認識をさせていた

だきました。 

 そしてまた、町長の言葉によりますと、も

う二、三年もしますと財政再建団体になると

言っても過言ではないという話も伺いました。 

 そういった中で、町長も一生懸命この財政

について取り組んでいただいているものと思

いますし、そのあかしがいろんな形での財政

改革、そして一つの指針、それぞれの指針が

出ているものと思っております。 

 そういった中で、やはりこの財政状況を見

ますと非常に暗い本日の話ばかりが、こうい

ったものを見直そう、ああいったものを値上

げしようという話ばかりが飛び交わっており

ます。しかし、この内灘町がもっともっと元

気になりたい。そして、住んでよかったなと

いう思いの皆さんが私だけではないと思いま

す。 

 ここにひな壇の大勢の皆さんが並んでいら

っしゃいます。もっと大きな夢を持って、そ

して期待を持って、今自分たちで何ができる

のか、これから町はこうある、基本な財産は

こうあるべきだ、基本的な財産収入はこうい

う形で生まれてくるというきょうは答弁が聞

かれないまま、それぞれの議員の質問が終了

したわけでございますけれども、そういった

中で、私自身が今感じたことを若干申し述べ

させていただきますけれども、やはり先ほど

堂下議員の第三次、そして第四次の総合公園

の位置づけという形の中で、南線にかかわる

土砂の搬出を今公園の方に持っていく。そし

て、この砂は一切合切国の補助事業だから売

れないという部長の話も聞きました。しかし

今、行く行く考えてみますと、この内灘町の

中にはそれぞれの町会の中に公園用地として

すばらしい形で公園があります。そしてまた、

朝夕の健康増進に伴う遊歩道の散歩道もござ

います。今、蓮湖渚公園におかれましても、

最低限度の今町長は公園整備をしようとして

おります。しかし、これ以上そういった公園

が要るのかという疑問が私に浮かび上がって

まいります。もう公園をつくる、そして公園

の管理料を払う、そういったものはもういい

んじゃないかなと、こういった今思いでいっ

ぱいでございます。 

 仮に今、ターミナルの後ろがまた公園指定

をする、そしてまた今年度3,000万予算を組み、

そして公園から国の公園認可を受けたという

形の中で、これからそういう簡単に公園用途

を変更できないと私は認識をいたしておりま

す。しかし、あの今公園の用地は、内灘町に

とって企業としての誘致の一番のすばらしい

土地だと私は思います。 

 ご存じのように、今、小松製作所、そして

金沢市が、小松製作所の関連事業が何とか税

収安定のために誘致をしよう、誘致をしたい

という思いで今現在、かたつ工業団地も造成

をし、そして二次造成をし、そしてまたリン

クスの前に大きなアカシアの林を用途区域に

しようという実施設計も組まれているようで

ございます。 

 しかし、先ほど町長おっしゃいましたイン

ドのＩＴ企業、今、文化会館でそれぞれの学

校、恐らく臨時の学校だと思います。そうい

う学校を大きな大学として、あるいはまた大

きな総合学校として設立するならば、今の公

園のその土地が大きな有効利用になる。そし

てまた、コマツから距離的に考えますとも10

分そこらでコマツへ行く、そういった中でコ

マツの関連企業もやはりこの夕日を帯びたす

ばらしい景観の土地を買い求める要素は私は

たくさんあると思います。そういった中で、

やはりこの公園用地を本当に公園として位置

づけするのか、今国は三位一体という中でそ

れぞれの減税の思いの中で交付税を削減、来

年になるともっと削減という話の中で、この

内灘町は交付税に頼らざるを得ない町、そし

て今内灘町も大きな団塊の世代を迎えようと

しているそういった中で、やはりこれから安
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定収益というのが今最も大事だと私は認識を

いたしております。そういった中で、いま一

度部長にお聞きをいたしますけれども、本当

に公園として町民の皆様が切望している公園

なのかどうか、そういったことをお尋ねをし

たいと思っております。 

 もう一点は、やはり今、年金も下がりつつ

あります。そして、医療費がウナギ登りに上

がっていく現況。75歳以上になりますとやは

りまた新しく保険制度が今国の法律のもとで

つくられようといたしております。この内灘

町は、先ほど町民部長の答弁にもございまし

たけれども、昨年度国民健康保険の値上げを

し、そしてことし１年、もはや１億3,000万の

赤字という課題を抱えております。よくよく

考えてみますと、この医療費の中はほとんど

が高額医療なわけでございます。医科大とい

う大きな大学がございますけれども、やはり

人命を預かるという形の中で、この内灘町民

の皆様は大きな医科大のお世話になっている

と私は認識をいたしております。しかし、返

してみますと、この人命を一刻を争う人命の

ゆえに、ある一つの手術で1,000万かかり、あ

る一つの手術で500万かかり、そういった高額

医療が今現在余儀なくされております。当然

このまま行きますと国民健康保険は１割、２

割じゃ到底持っていけない事業としてそれぞ

れの部署では認識をいたしております。そう

いった中で、町長にお尋ねしたいんですけれ

ども、やはりこの医科大、内灘町はもう医科

大の町と言っても過言ではないと思います。 

 その中で、何とかこれから高齢化を迎え、

そして団塊の世代を迎え、これから医科大に

お世話になる町民の皆様が多くいらっしゃい

ます。医科大と行政とがこれから連絡を密に

し、そしてお互いにこの内灘町の取り組む姿

勢、そして医科大の取り組む姿勢を連携し合

うという町長の先般のお話も伺いました。そ

ういった中で、今学校法人がゆえにこの医科

大も大きな駐車場が今無税になっております。

小さな町医者の場合は、車が１台とめられる、

３台とめられるスペースもすべて税金が、固

定資産がかかっております。どうぞそういっ

た意味で、医科大のそれぞれの人と町長しっ

かりと手を結んでいただき、何とかこの内灘

町の町民の方に若干の経費の負担、そういっ

たものを、あるいはまた内灘町民の方に医療

費の基金の創立、そういったものも考えてい

ただけないかなという今思いでいっぱいでご

ざいます。 

 そういったことも勘案して、そういったこ

とを一度何かのお話に議題としていただけれ

ば私はいいんじゃないかなと。少しでも今こ

の町の経費を詰めることはもちろんでござい

ますけれども、やはりこれから安定的な財政

収入というのを一人一人が今まさに取り組ん

でいく姿勢が大事かと思っております。そう

いった中で、ひとつ今２点、若干お尋ねをさ

せていただきまししたけれども、そういった

思いをご答弁いただければ、関連質問として

最高の幸せを感じて今質問をさせていただい

た次第でございますので、何とぞひとつよろ

しくお願いを申し上げて、一言の関連質問に

かえさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中川議員の関連質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほど国保の問題から始まりまして、大変

厳しい医療費の現状をお話しされました。恐

らく18年度、19年度２カ年かけて国保税を上

げようということでありますから、町民の皆

さんにとっては本当に大きな痛手だというふ

うに思っていますし、心苦しいことでいっぱ

いでありますが、何とかご理解いただきたい

なとこう思っているわけでありますが。 

 金沢医科大学との関係でいえば、議員ご承

知のとおり、創立から今日まで内灘町の発展

のためには大いなるご協力を賜ったわけであ
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りまして、むしろ金沢医科大学があってこそ

内灘町が栄えたという、こんな歴史的な経緯

もあるわけでありますから大事にしたいと。

お互いに信頼関係を持ちながら大切にしてい

きたいという思いでありまして、昨年の10月

に金沢医科大学と内灘町とで包括連携協定と

いうものを結びました。健康づくりの町を目

指すという意味で、内灘町としましたら医科

大学の高度な医療をぜひとも町民のために使

わせてほしいと、そんな意味で協定を結ばせ

ていただきました。喜んでお引き受けいただ

いて、今、成人病、特に成人病の予防に対し

てのお力添えをいただくことになっているわ

けでありまして、そんな意味での提携は大変

ありがたいというふうに思っていますし、私

どもとしても金沢医科大学の学生の皆さんに、

要するに研修の施策として内灘町のいろんな

施設を貸与するということもお約束してきた

わけであります。そんな連携の中で、私は信

頼感もあるわけでありますが、例えば医療費

が高くなるということに対して我々も思って

いますし、町民の皆さんも思っているわけで

ありますが、それを安くする意味でも健康づ

くりといいますか、健康寿命の延伸というこ

とを我々はよく言ってきたんですが、そんな

まちづくりのためにぜひともお力添えいただ

きたいと、こう思ってやっているわけであり

ます。 

 そして、今、議員おっしゃったように、健

康に対する基金みたいなものを何か話になら

ないかということでありますから、今後定期

的にお話しする機会を得ていますので、その

機会ごとに金沢医科大学さんとはいろんな意

味での議論をさせていただいて、ご協力をお

願いしようということを思っているわけであ

ります。それを単に、健康保険という基金み

たいもの以外にもいろんな事業でも協調、協

力をし合っていこうということでありますの

で、議員の皆さんの期待にこたえていきたい

と思っていますので、今後とものご指導を賜

りますようにお願いしたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 中本英夫都市整備

部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 中川議員の

関連質問についてお答えします。 

 まず、総合公園の必要性についてのお問い

合わせでございますけれども。 

 まず、この総合公園の第三次拡張、今のタ

ーミナルの裏の区域ですけれども、これは面

積で約6.1ヘクタールございます。ここにつき

ましては、第三次総合計画等で位置づけをし

ておりまして、これは既に都市計画決定とい

うふうな手続を踏みまして、公園としての位

置づけをしてございます。その後、都市計画

事業の認可を受け、平成６年前後から用地買

収に取り組んできてございます。現在、国庫

補助事業で対応をしてきているわけで、平成

19年度につきましては3,000万円の予算をお

願いしているところであります。 

 公園につきましては、現在、その総合計画

等で位置づけしてきた中で、現在、町の施策

として必要最小限の施設整備を実施していこ

うというふうなことで、現在、その施設計画

を内部で検討しているところでございまして、

南線の砂を総合公園に盛り土しまして、両事

業がスムーズにコスト削減のもとで行えるよ

うな形で現在進めてございますので、どうか

ご理解願いたいというふうに思います。 

 以上です。 

○９番【中川達君】 （議席より）１点だけ

確認させていただけますか。 

○議長【八田外茂男君】 ９番、中川達さん。 

○９番【中川達君】 （議席より）議席で失

礼いたしますけれども、仮にこの公園用地が

今最小限度の公園をしたいという形の中で、

将来的にわたってこれから先、10年先、ほん

なら５年先という形で用途変更ができるので

すか、できないのですか。そこをちょっとお

聞きしたいんですけれども。 
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○議長【八田外茂男君】 中本英夫都市整備

部長。 

   〔都市整備部長 中本英夫君 登壇〕 

○都市整備部長【中本英夫君】 今ほど答弁

しましたように、都市計画決定をしまして都

市公園としての位置づけをしてございます。

既に公園の位置づけ、総合公園全体の位置づ

けした中で、追加でそこの区域をしてござい

ますので、その区域を公園から外すというふ

うなことになれば、既に公園として位置づけ

している中で面積を減らすということになれ

ば、それなりの代替の面積が必要になります

し、それなりの手続を経ながら、その公園廃

止というふうなものは将来的にそれを周辺の

状況等を踏まえた中では絶対不可能というふ

うなことは現在のところ言い切れないかなと

いうふうに、いろいろな条件をクリアした中

でというふうなことでございますので、ご理

解願いたいというふうに思います。 

○議長【八田外茂男君】 ほかに質問ありま

せんか。 

 15番、米田満さん。 

   〔15番 米田満君 登壇〕 

○15番【米田満君】 きょう10名の同僚議員

が一般質問をしたわけでございますが、どな

たの関連であるかということは非常に言いに

くいわけでございます。初めから今まで聞い

ておりましたが、三位一体による非常に財源

の厳しさを訴えるだけであって、我々聞いて

おっても、ただただ非常に厳しい厳しいとい

うそういう言葉しか我々の耳に入ってこない

わけでございます。 

 ちょうど21世紀に入る前に、どこの要人で

あろうが何であろうが、みんなで会議の中で

は「来る21世紀」という言葉が合い言葉のよ

うに言われておりました。ちょうどそれを今

つくづくと感じておったわけでございます。 

 何か三位一体、そして財政不足、これは当

然、これは数字があらわしておるわけでござ

いますので、財政不足というものは否めない

わけでございます。 

 しかしながら、余りこれを言い過ぎて後退

をするということになると、非常にこの内灘

町の将来が不安を感じ、内灘町民が非常に今

土地がどこでも安い土地がございますし、こ

の内灘町から離れていくような非常に懸念も

ございます。できるだけここに町民に対して

力強い言葉をやっぱり発する必要もあるんじ

ゃないかということを私は町長に進言をする

わけでございます。 

 特に、今こういうときであるから、赤字団

体、言うなれば緊急財政改革、言うなればそ

ういうような言葉をよく出しております。そ

うあったからには、町長から言うのは、この

緊急なときであるからひとつ議会の皆さん方

も意識の改革をしていただきたいと。これま

で議会というのは執行部に対して町民の立場

に立っていろいろとああいうものもしてほし

い、こういうものもやるべきであるというよ

うな、そういう言葉を吐いてきたわけでござ

いますが、ここにこういう厳しい情勢の中に

なってきたからには、ひとつ町民にも痛みを

感じてほしいということを率直に頭を下げて

いただいて、そうしてある程度のプランを立

てて、３年なら３年、４年なら４年、しっか

りと我々は取り組んでみますというような、

そういう力強い言葉がこのときに必要でない

かと思います。 

 先ほど議長がメイプルズ社の問題でいろい

ろと意見を交わしておりましたが、一つの企

業を誘致するということは非常に難しい面も

あろうかと思います。しかしながら、こうい

うものを一つずつ繰り上げていくと、積み重

ねていくということが今一番大事なことであ

り、そしてまた今議会に出ております議案21

号でございますが、企業立地促進及び雇用の

拡大に関する法というものが今議会に出てき

ております。こういうものをやはりどこを一

つの企業誘致の視点にするんか、そういうも

のをはっきりと打ち出していただいて、そし
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てやはり町民に対して力強い言葉を発してい

ただきたいと。そうでないとこの町は、内灘

町、今２万7,000行ったり来たりのところでご

ざいますが、非常に先々は心配でございます。

特にこういう本会議場でそういう言葉という

のは、町民は傍聴者もたくさんおりますし、

そういうので聞いていったときに非常に何か

嫌なすぼんだ気持ちになるとも思うので、ひ

とつこれからもそういうことに気をつけてい

ただきたいということをお願いを申し上げた

いと思います。 

 そして、やはり議会に対しても意識の改革

はひとつ皆さんもしていただきたいと。そし

て我々も、行政の側も意識を改革し、町民に

ひとつ痛みをわかっていただきたいと、こう

いうようなものを町長の口からやっぱり発信

していくということは大事じゃないかと、か

ように思いますので、ひとつそういう点を実

行していただきたいとかように思います。 

 先ほどからこの議会の長老の方々、そして

また同僚議員が長い間の議会のそういう一つ

の務めをここで終止符を打つというようなこ

とで非常に言われておりました。何となく私

はあこに座っておりまして、ケツがこそがし

いような状況でございましたが、ここでひと

つ踏ん張ってしっかりとこのいすに座りたい

という気持ちでございますので、そこをつけ

加えておきたいと思います。 

 それからもう一つ、今特に所得税並びに住

民税についての言うなれば定率減税というも

のが一応減税がなくなります。これはやはり

パンフレット並びに広報というものについて

いろいろと町民に対しての案内を出してある

と思いますが、これをもうちょっと詳しく説

明を、この６月に住民税がなりますわね。そ

れをもうちょっと詳しく何か町民にＰＲすべ

きでないかという気がいたします。 

 特に６月から住民税のこれが外されて、今

住民税がかかるわけですが、非常に増税の感

を住民が持つと思います。やはりそこは行政

のサービスとしてしっかりと皆さんにそうい

う内容を説明するという義務があるんじゃな

いかと思いますので、その点をしっかりとや

っていただきたいと、かように思います。 

 私なりにそういう質問というのは、ただ意

識の改革をすることが、そしてまた町民に対

して痛みをわかってほしいという、そういう

気持ちを打ち出すということが大事であると

いうことを一言述べたいということで関連を

させていただいたわけでございますので、何

か町長なりの意見を述べていただければと思

います。 

○議長【八田外茂男君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 米田議員の関連質

問にお答えしたいと思います。 

 今ほど私どもにもご意見をいただきました。

厳しい厳しいは元気がなくなるよというお話

でありました。言っておる本人も元気がなく

なるような思いでありますが、さりとて町が

存続し、元気を出していくためには、まず行

財政改革をきちんとやっていかないかん。そ

んな意味では譲れないこととして皆さんにお

願いせないかんというふうに思っていますし、

そのために町民の皆さんにもご負担を申し上

げなければならないことも出てくるというお

話でも申し上げたところであります。 

 一方で、暗い話ばかりでなく、元気が出る

話も必要なのではないかというお話でありま

した。もちろんそのとおりでありまして、我々

は我々の力でできなくても、県や国がしてい

ただいたり、あるいは民間の皆さんにしても

らうということも大事なことだというふうに

思っているわけであります。 

 懸案でありました大京がいよいよこの３月

12日に起工式を迎えることになった。そして、

ことしの12月の全般的なオープンに向けて出

発を開始するということでありますから、こ

れまでにない活力あふれる私は町並みになっ

てくるのではないかと思って大いに期待をし
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ているわけでありますし、そこにも雇用も生

まれるんだろうというふうに思っているわけ

であります。 

 もう一つは、今言いましたように、インド

のＩＴ企業が、どこにもないこの企業が内灘

町に来たという、これを私は誇りにしていま

すし、これを世界に発信する。全国に発信す

るということを頑張っていかないかというふ

うに思っているわけであります。 

 つい最近ですが、国土交通省からサンセッ

トパークの道の駅の認定をいただきました。

文字どおり町の顔として国に認めていただい

たわけでありますが、そのことを通して町が

活力が出てくれば、そして多くのドライバー

が内灘へ来ていただいて、内灘のいいところ

を見ていただいて、よしここなら住んでみよ

うというようなことでぜひともなっていただ

ければありがたいというふうに思っているわ

けであります。 

 そのためにも、我々も金は余りないんです

が、選択と集中という意味で、ここに今金を

つぎ込まないかんというときには一生懸命に

つぎ込んで元気を出していきたいというふう

に思っています。 

 そんな意味で、大ベテランの米田議員から

ぜひともご支援いただいて、お互いに頑張っ

ていきたいと思っていますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長【八田外茂男君】 答弁それでよろし

いですか。 

○15番【米田満君】 （議席より）はい、結

構でございます。 

○議長【八田外茂男君】 ほかに質問ありま

せんか。──ないようですから、これにて一

般質問を終了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【八田外茂男君】 以上で本日の日程

は終了いたしました。 

 お諮りいたします。明６日から13日までの

８日間は、議案調査並びに議案委員会審査の

ため休会といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【八田外茂男君】 ご異議なしと認め

ます。よって、明６日から13日までの８日間

は休会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る14日は午後２時から本会議を開

き、各常任委員長の報告を求め、質疑、討論

並びに採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後５時03分散会 
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